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喜界島♂月の‘煉類（．′　ア占／毎）

田　中　　　　洋

1961年の夏休みを利用して医学部鞋病理（寮生虫）教宝から婁界畠に寄生虫の調査に行

った。そのと酎膣の採強・願をすこしすることができたので拍告する。

審界島の蝶に関する文献によるとある程度　蚊相の貧覇竜は想像できたし，時駒も最悪の8月

上旬であったうえに，蚊採範が削勺でないので調査はあまりできないだろう，とは考えていた。

まさに予想通りだったし，馳康に自信がないために，遠くへ採集に出歩くことがまったくできな

かった。班の種e数ともすくをわのには澱近怒れているはずだったが，10E！間同じところに住．

んでいて11種しかみないというのには，いくら楳鋲に出歩くととができなかったからとはいっ

ても，すくをすぎるようで考えさせられた。藤学部の初島住彦先生におうかがいしたととろ，と

くに甚界島に植物の種類がすくをわということはなしへ，ということだが，雌のほうはどうなので

あろうか。今回喜界島で合計14租の蝶を確認し，そのうちギンモノウスキチョウ（日韓），ウ

スイロコノマチョウ（日額），オジロッジミ（卵→飼育一羽化）の5柁は喜界島新記録種である。

これで甚界島の礫は合封21種が記録されたことになる。

喜界島の蝶に関する朝文もすくをしへし，くわしい報告はtまったくない。ただ単なる分布地の書己

録としてでなく，今後の鹿児島県の蛙研究のひとつの出発点として役に立てることも考えて10

日間で得た資料を報告する。

同行の医学部第二病理・影井月氏や学友3人，そのはかの方々にはいろいろと御世話に走力感

謝している。
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I、音界町伊央久の蝶（甘ig。ユ）

との部落内は大きな樹木があカ，林となっている。ギ苫ポク・ガジユマル・ハマイヌビワ・・モ

クタチバナ・ミカン顛・パパイヤ・バナナといった木のほかは，ドイツ語を知らずにドイツ文を

書こうとするエうなもので，事きようがをい。草花は思ったよりすくをく，プツゾウ〆，ダソド

ク（カンナ），サルビ丁をどの赤い花，タメキツの白叫E，などあったがあま少多く覆い。水田

のあぜ道にイワダレノウがあるが南匪で探してもみつからないだけにちょっと奇兵に感じられた。

範石澤芸
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：etc

凪g．3　　　　伊爽久付近の模式図

部落内の木陰でアマミウラナミシジミヤシ′ロオピアゲハがみられ，ツマベニチョウSがときど

きギヨポクにやってくる。部落のそとのダンドクのか花でツマベニチョウヤツロオビアゲハが

政変している光景が頭に残っている。水田の近くにクテハモドキがいるぐらいで，これらの蝶の

動きをゆつく少ながめることも時間的に不可能だったのは残念亀

10日間の嫌の紀触つぎのとう少（Taも．り
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〔記号の鋭明1

0個体数　♯（多い），≠（普通），＋（少h）

0新鰯変　0（新鮮完全），ユ（少破），2（中破），3（大破）

○すべて目撃観察の記銀を番いてあるが，採粂したものは〔〕の中に記しブら【〕だけのも

のはほかに見なかったことを京葉

狐　甚界島の蚊・分布資料

音界町伊爽久以外の土地はほとんど歩いていないのでくわしいことは調査できをかったが，わ

ずかの時間で確認できたものを記録しておきたい。

（1）音界町・伊突久一佐垂久一志戸楠一小野淳一伊爽久

歩いたコースは部落にサこし木立があるほかはほとんどサトウキビ畑や田畑として利用され，

喋の生活にとってもあせり住みやすいところとは思われない。カタバミはずつとあるが，島のせ

ん中の白いかたい路傍に薬の小さいイワダレソウがあったのは‘‘所かわれば晶かわる，，か。めず

らしいことではなさそうである。

〔Taも・急〕喜界町北部の蛛
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（2）喜界町湾：1961年8月15日（0　10：40－ユ3：00）

ここは音界島薙大の部落で明るい衝である。との筍の中を炎天下にシロオビアゲハとタテハモ

ドキとヤマトシジミが飛んでいた。

【Taも．3〕

汲1961年8月色目（0　15：10－16：30）には蝶は1匹もみなかった。

（3）寄界町阿伝：1961年8月13日（0　14：00－）

海に画した小さい部落で，学校の校庭にしきつめたイワダレソクのじゅうたんが印象に残って

いる。夕方仕事がすんでからわずか10分ぐらいさんこしょうの海岸に出てみたときシルビ7シ・

ジ卓をみつけたが食草は確認できなかった。

【Tab．4〕

1．シ「ロオピアゲハ

2．ヤマト㌢ジミ

3．ッノレピアックミ

4．オジロッジミ

5．タテハモドキ

‘．ウスイロ∴コノマチョウ

1ex

≠（0－2）〔5古谷〕

〔3命令（の〕

E（≠），h
l eX

l S

n　ツロオピアゲハの島内分布

従来の記録は音界島内における詳細を分布地を記したものはなかったし，島内における蚊の分・

布をもつとくわしく調づる必要があると考え，今回はとくにyPオビアゲハを注意して記録をと

った。

工，Ⅱの伊爽久・佐亭久・怒声桶・志戸柵一小野浮・小野淳・湾・阿伝，と文献（6）の西日
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（音界高校）のほかに；

1961年8月13日（0　バス内よ少呂怒）

0伊砂一坂磯（1令），坂嶺～西日（1♀）西目～中間（＋）＜以上10；10－10：40＞

0中里（＋），荒木（十），宇久津久（lex），上遠鉄（leX），花良治（leX）

＜以上13：00－ユ3：50＞1961年8月14日（0　ベス内よカ目撃）車

0清原（13）　ワ：00，上扇鉄（aeXのり；15

※西南部では福田晴夫氏・今村啓子さんの調査があわ，別に報告される。

！ii広く島全体に分布するらしいということがわかったが部落近くで多くみられる。

Ⅸ　音界島趣味の飼育記録

1）チヤバネセセリ：

P一㌔A（失敗）
本のほうもたべていた。

㌔伊畝，ススキより中令（leX）を掛ビニール袋で飼軒1‰
奴操典したときは乗を筒状にした巣の先も食べてhるが，巣よ少枚

之）ヅマベニチョウ（伊英久，ギヨポク）

‰顧湖（1eXト㌔‰1㌔紛となる。のも行方不乳

謳

1宕

、（∋

◎

一一°・

（り

葉表放本の中脈に藻の先に頭をむけて静止している中令（1eX）を採→ 1㌔p一
頃かつ色化して死

姉に㊥と輝にして配している中令（1eX）を掛1㌔紛となる→2㌔

P→1玩A（1♀）

3）シ′ロオピアゲハ

享二賃芋葺
伊爽久，第1型♀を操→ミカンの新芽に了ミをかけて放す－ ㌔ 夕までに計60個

P（20eXゆ二㌔A（3合S招♀’う・㌔A（lS）ヂ

㌦A（ユ♀），㌦A（33谷1♀），㌔‾五（1♀）
鼓Fl　はS：♀＝8：6（早はすべて窮1塑）

三三三三三宇二三三
共Flは含：♀記2：3（♀はすべて第2塾）

摘
伊賀久，栽培ミカンの若葉に幼虫（＋），鴫のカラ（＋）

伊集久，ミカソの新芽に卵（1eX）→ 1‰H
湾，地上30C加のミカンの幼木・発表に1令（aex8）

伊突久，11：15頃1♀親堵ミカンの新芽に産卵（＋）

伊夷久，10；50頃1♀栽培ミカンの新芽に産卵（＋），11；10　第之型♀

栽培ミカンの新芽を盲がしてバネをふる．わせながら1個ずつうむ。

4）アマミウラナミシジミ： 伊突久，モクタチバナの若葉表に中令（18Ⅹ）がいてア

・一　6　－



－り（未同定）がmlユ旭ngLでhた　→飼育失敗

三…三㌔ 葉轟から卵のカラがみつかったが，幼虫はみつからない。・

；1㌔5）オ如シジミ；‾端
数（幼虫もhたらしい）。

（1谷）：1‰

阿伝，ハマササゲ（マメ科，初島住彦先生同定）のつぼみ・花に卵多

→つみとってビニール袋に入れる疇1㌔p（leXト2㌔A
中令（1eXのこる）－餌不足で食草の茎廿でたペて，ヤハズゾウの菜を入れ

ておいたがたペずに ㌔p（相ト㌔A（18）
，≪記　号〉　H3ふ化，：P；塙化，A；羽化

、Ⅴ、おもな蝶について・の補足
I

1．シロオピアゲハ

この時朗には個体数は多いというほどではなく，飛びかたはゆるやかだが敏感を蝶である。

だいたい．地上1．5〃I位の高まをとび花にくる。ふたつの個体が接近する場面はあせりみられなか・

ったが，ダツドクの花のまわカをゆるやかにとぷ2♀はほとんど互に無関心のようだった（1ワ

笠，鮎．「ビアの花脚咄会うと興るどく胱してとび去った（11時
（1）吸蜜の記録（地名の番いて覆いのはすべて伊爽久）

㌔．17：00　之♀）（㌦－1113301eX）
1eX）

二亨・・芦
18　帝13）

1皇3001eX）（1㌔　午
0ブツノウグ・赤（㌦　午前1eX）（
0樹種不明（地上3－4拗）・カテカサ塑白花

后1eX）

0ダ㌧′ドク（カンナ）・赤（

（1㌔10；55湾

：芸霊。唐1器0霊；）
㌔0サルビア・赤（ 11：50　13，15：15　1eX，16：15　1eX）

（1‰14：551eX）（1㌔13：101eX）（1㌔10；10
1eX∴11：05　28，13：45　1eX，15：45　13）

14

0不明（1Ⅲ．ア；15　上覇鉄1♀）

1奇Ⅶ」）ヲ；′クナ・桃（ 11：30　湾leX）

鼓サルビアの記録が多いのは庭にうえてあったためであるが，記録もれのものもある。

施政変相物はほかに教程野生の花も含めてみているが種名不明のため記せない。吸蜜はバネを

ふるわせながら行い，サルビアでは2－3秒吸っては花をうつカ数回くわかえしてとび去っ

た。ブヅソタグではかな少熱中（？）’してひとつの花で長く政変していた。サルビアはあま

りおいしくないのだろうか？　政変時間はだいたいユ0時から16時までみている（部落内）が

が，ひらけたところでは7時，1ワ時にもみているので明かる盲に関係があるのかもしれを‘

い。

ー　7　－



（2）吸　水

1‰
湾で11：50　1台が路上の打水で汲水しているのをみただけである。とまったは

じめはバネをゆつくわふるわせているが，のちふるえをとめてバネを半開にしてじっと吸水して

いた。

（3）産　卵

2回産卵をみただけだが，♀が紋培ミカンのまわりをとんでいるし，幼虫も若干みられたので

やはり親培品種と強へ関係があるものと思われる。野生のサルカケミカンはみつけられなかった

が，グッキツという植物があったので食草となりうるのかもしれない。栽嘲連と野生種と嫌との

関係をしらペると而白そう危　ちょうど8月10日頃は新芽がのびはじめたころで産卵がみられ

るようになった。．「ミカンの新芽と産卵がうまく合っていて発生もわ少とはつきカしている」と

も思えたが，その間ほかの食草に産卵が行われているのかもしれない。

（4）日周活動と睦局地

〔Taわ．5〕シ←ロオビアゲハの日周活動（審界町伊爽久）
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0

× 0 0

0

0　 0

0 0 0

0 0 0

○

○

∠ゝ（ 南 部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0　 0 0 0 0 0

そ の ほ か

・′＿ノ＿ノノ乙∠
ー

．′′．1ンつ′タ：
こノ．／′’′‘ノ，／‘ノ‘ノ1′－′ ンて／′ノ’ ’／ノ′一′ノ’二′′．ノノン′

′色ヨ

時 町 1 － plO 11 lz 13 14 15 16

（注）13：00－15：00は「ひるね」をした日もあるので観察不十分

10日間の記録をまとめたのがワ約．5である。とくに活動のさかんな時間というのはみら

れない。9時から1ワ時までふつうにみられ，日中に林内に多いということもなれ棲息地は部

落付近が主であるが，ほかの葦原などでもみられる。部落周辺のあかるいところではワ時から，

おそhのは部落内でねぐらを盲がすような1eXが18時にみられ，18時30分にはすでにバ

ネを水平に開いて頭色上にし，前超を後に寺げて静止しているユ♀を観察できた。羽化の時間は，

8月13日8時，伊爽久でユSが羽化してすで略啓がのぴているのを観察している。

2、ヅマベニチョウ（伊爽久）

部落内にギヨポクはかをカあったが蚊はすくをい。発生肋の宋助かとも思ったが卵・幼虫など

－　8　－



尊わめですくをかった。ギヨガクは幼木にかなり宕h兼もあったが，大木は古い兼ばかりであっ

たのでこ興腑があるのかもしれ帥e扱蜜柑物性〆ソドク（㌦丑1合）（1Ⅶ　28

（q葛5））をみただけだった。後の2芯はときどき出会っても追飛はきわめて弱くまた扱蜜を

つづけた。花の丑は多かつ鶴

部落内のギヨポクに夕方になるとSがやってきてギヨポクのまわりをうろついてからその近く

与Ⅶl（地上3－4ガりに休んだ少（ lr8．30　13個），ギヨポクのまわカをゆっくりと

び軸ってゆつくはる（㌔12・301谷）（1㌔16・45．18）ものや，
大破した早がギヨポクのまわりをゆっくりとんでいたが産卵せず近くの大木地上3－＆机に静止

した（㌔汀）のなどを解し私
Sがギ告ポクのまわカをうろつくという現象はすでに報告されているが， dペⅦ の13を採集

してみたら後期姦面に橙色の花粉をいっぱいつけていた。吸蜜後∂休けいか？吸盤後に早を求め

てギコがクに舞いもど？たのか？

3、アマミウラナミックミ　（伊爽久）

モクタチバナは部落内にたくさんあり新芽があったが卵。幼虫などすくなかった。成虫は新鮮・

～小破程度で個体数は多くをかった。（この峡に限らず発育のステージがそろっているかのよう

にみえたが，いせはまだなんとも嘗えない。）

部落の樹林内でのみ見られ，活発にとびたってもあせり長くとばずもとの位置近くに帰るe．・

樹林内で日当りのよいグッけ（？）の紗付近で観察したものは　㌔，12・・00

（2頭），16；20（233・）ともに日光のつよいとき活発にくるくるととびあがってすぐ帰

る。帰って止ってから歩いて向きと位慢をかえて，兼の先端ト向って，顕をやや下にもけてその

まま静止する。とかまわる時間よりもじっとしている時間が長かった。

4、タテハモドキ

海岸・水由・畑と海岸に近いあかるい部落の賂上でみられね食草イワダレノウは学校の校庭

や水田の．あぜ道・島のせん中の路傍にかなりたくさんあった。水田のかりあとにも成虫がいたが，

スズメノトウガラシがあったか峰不明で，間塔となる“イワダレソウ以外の食草”はみつけると

とがで貴社かつ7㌔

とこでは一年中イワダレノウだけにたよって生活しているのだろうか？．人間の生活とどれく

らい関係があるのか？分布の限界地城である南薩・南隅と年中普通にとれるこの地方とのク号

ハモドキでは，生活のちがいがあると思われる。

5、シルビアツジミ

こんどの渡島でもつとも楽しみにしていた蝶で，音界島のツルビアシジ竜は何を食べているの

か，ということを知りたかった。甘いどの10分のチャンスに阿伝のさんこしょうを歩いて3S

合を発見・採集した。下を亨がしてみる’とマメ科植物があ、少，つぼみに卵がたくさんついている。

つぼみに卵がついているということを変に思レ㍉ながら狭く疑いもせずもち帰って，羽化したのを

みるとオジロシジミだった。完全な失政に終った。
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奄美群島には九州本島での食草ミヤコグ平はなく，ほかの植物をたペているととはまちがい希

い。奄史大島などでは産卵植物が調べられているが不先金で，徹底的に細くる必要がある。

6、オジロシジミ

音界島新記録曙で，食草も未記録のハマササゲ（マメ科）〔農学部・初島住彦教授同定〕であ

ることがわかった。土着性を論ずるにはせず食草（とくに秋一冬の）や成虫の餌などを調べてみ

るべきだろう。

？、ウスイロコノマチョウ

孫娘できなかったが夏型を目撃した。これが喜界島初記録で土意の可能性はあるが，その根拠

はまったくない。幼虫が何を食べるか．　全島にたくさんあるサトウキビやイネをたぺるの

か？　部落内のススキはつねに注意して竜がしたが食痕も幼虫もみつからなかった。

8、ギソモンウスキチョウ

8月5日，暮界島北部の怒声桶小学校校庭で休んでいるとき10〝zぐらい先をとぷ鮮栗色の個

体（1♀）を目撃したが，追跡することはできなかった。喜界島新記錦聾であるが，迷峡だろう。

9、とれなかった蝶など

07オノクマクケランかゲットウはあったがクロセセリは幼虫・食痕・成虫，なにもみつからを

かつ九

〇サルトリイバラの類があり宕令幼虫の古い食痕と思われるものはみられたが，ルリグテハの成

虫や幼虫はみつからなかった。

○イヌビワもあ少ハマイヌビワの大木もあった。ハマイヌビワ（初島住彦先生同定）にはイシガ

ケチョウの中令以後の食痕と思われるもの（凪g．4）があったが，幼虫・成虫などまったくみ



一〇そのほか，奄美大島でこの時期にみられる‘‘尊通噸”をすとしは追加できると思ったが，モソ

シロチョウ・キチョウさえみられなかった。

07オメテハモドキヤカ′くマダラをはじめ，‘‘迷蝶，，にも気をつけたがみつからなかった。

Ⅵこ　甚界島の雌に関する文献の目録

鼓〃orlglnaユ妙だけをあげる

1）酒井久属（1935）；種子島及び音界ケ島の煉（鹿児島高等彪林学校博物同志会々報，4

，（15）：132～135）〔喜界ケ島の蛛9稽；アゲハ，クロアゲハ，シロオピアゲハ，サガ

サキアゲハ，7オスジアゲハ，ルリタテハ，タテハモドキ，ツマグロヒョウモノ，ツマベニチョ

ウ〔1．935】6月18日～28日　採集地は‘‘甚界・早町両村，，とあるだけで詳細不明。〕

2）川崎倫－（1955）：奄芙群島採集放談（新見虫　8¢）：15－15）〔喜界島のシロオ

ピアゲハの記を含む。〕

3）白水隆（1958）：日本産蚊類分布表（283　東京・北隆館）〔p・9：1955年5

月，伊藤惨四郎博士（浪速大盤学部）による採晶；モンキアゲハ（18，Ⅴ．16）ヤマトシジ

ミ（♯，Ⅴ・15，16）シルビアシジミ（♯，Ⅴ．15，16）7カタテハ（1♀，Ⅴ．18）

アオクテハモドキ（13ユ♀，Ⅴ．15：1♀，Ⅴ」18）採粂地は喜界町とあるだけで詳細不

明。〕

4）白水隆（1959）；岡部泡洋将士操典の音界ケ島の喋（meX，（21）；64）

〔1954年〔γ月〕15・－21日　チヤバネセセリ（1♀），アオスタアゲバ（1♀），シ′ロ

オビアゲハ（ユ82♀），ナガサキアゲハ（之合1‘♀），ヤマトシジミ（13），ツマグロヒョ

ウモノ（2合ユ♀），クテハ苧ドキ（2古ユ♀）採取地は喜界町及び早町〔村〕とあるだけで辞．

戯不鞄〕

5）福田晴夫（ユ959）；大隅半島及び喜界島に於けるメスアカムラサキの採集記録

（SATStJMA　8β）：ワ）【1959年8月8日　喜界町湾の天神山という間の頂で13

（中破）を採典。〕

6）田中洋・田中車（1959）・：喜界島と与論島の蚊の採賂記録（SATSUMA　8¢）：

16－1ワ）〔エ959・年ワ～8月’新田栄六氏採集，チヤバネセセリ，イチモンジセセリ，ソ

ロオビアゲハ，ナガサキアゲハ，γマベニチョウ，ヤマトシジミ，タテハモドキ，審界町〔西目

付近〕〕

ワ）福田晴夫（1961）：鹿児島県の迷蚊について（理科研究発表熱く1961年8月於

長崎大金＞15㌢1ワ）〔付表の迷蝶の分布表中に喜界島のアマミウラナミシジミは音界島最

初の記飽　くわしhデータは記してないが近く発求まれる。〕．

旺附　記刀奄美大島の喋の記録・

喜界島へ行くときと帰ると巷に得たものを参考のために記しておく。
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（1）名漸市麟

1 9 6 1 年 ㌔ 〔規 〕 4有 印 1鵬 ㌶ 〕 ㌔ 戸 完 ］

・－1 0 ：0 0 ．
r1 3 ：0 0 ～ 1 5 ：3 9 L

（時　 間 ） （9 ：3 0～
1 0 ：2 0 ）

（1 ＆；3 0 －）

0 1．チヤ バ ネセ セ リ 〔1 ♀ 〕 【1 8 〕

一一一 一一一．一一一一一－ ‾‾．・．・．
1 ・

0　 2 ．ジヤ コ ウ ア ゲハ ＋

5．ァ　 ゲ　 バ
－

4 ．モ ソ キア ゲバ ＋

5 ．ナ ガサ キ ア ゲハ 1 3

0　 °．キチ ョウ ．＋ 〔 1 ♀ 〕 十 の）〔1 3 〕

O　 Z ム ヲサ キ シ ジ キ 1 Q X

8 ．ヤ マ トシ ジ ミ ・汁 〔 1 ♀ 〕 ≠ 1＋ ．

l e X
C o ］ユ ＆P o s S Y 工鼠 ウラ ナ ミシ ジ キ

1 0 ．ァマ ミウラナ ミシ ジ ミ 〔1 ♀ 〕

卵 の カ ラ ，幼 虫
〔4 e X 瑚

1 1．オ ジ ロ シジ ミ

0 1 2 ．ウ テ ギソ シ ジ ミ l e X

0 1 3 ．リユ ウキ ユ ウ ミス ジ 1 0 Ⅹ 〔 1 8 は）】 1 0 Ⅹ

1 4 ．イシ ガ キチ ョ ウ 1 e X

0 1 5 ．ヒメ ジヤ ノ メ 〔2 舎 S l ♀ 】

1 5 ．ウス イ ロコ ノ マチ ョ ウ

l

＋ 〔 1 8 ， f a e ．

t　 t C o l l ・K 工）

〔 1 ♀¢），f a e 〕

〔記号〕土と同じ。ほかはfae．＝夏乱　丁工＝今村有紀子，Kエゴ今村啓子

（2）名瀬市小湊　8月4日（0：12：．00－133，00）

0 1．ナガサキアゲハ 1 ♀（2 ）

0 2．リユウキユウミスジ 1 e x

乙クテハモ ドキ 之e X S （1 は花に）

（3）名瀬市永田町～永田基地　8月15日（Oのち◎夕立：10；00－12：00）

0 1．オオ グ ロモ ノ セセ リ 〔l Q X 〕C o ユ1 ．Y 工 ，幼 虫 （1 － 2 令 ・ 4 e X S

2．ア　 ゲ　 ハ ＋

5．モ ソキ ア ゲバ ＋

4．ナ ガサ キ ア ゲハ ＋ （1 － 3 ） 〔1 ♀〕 C o l l ．Y エ

0　 5．キチ ョ ウ ＋ （0 － 1 ） 〔1 3 〕

d J E ユ／シ′ロチ ョウ

1

＋

l l
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O　 Z ヤマ トシ ジ ミ
．h4．一・－．一一＿l

≠ 〔ユ 詣 〕

0　 8．カバ マダ ラ 3 e X S 〔1 ♀糾 〕

e　 q ツマ グ ロ ヒ ョウモ ソ ユ ♀

1 0．リ’ユ ウ キ ユ ウ ミス ジ 1 e X

0 1 1．ヒメ ジ ヤ ノ メ l 〔1 e X 〕C o ユ1 ＆ ：ね 自白．K エ

（4）飼　育　記　録

①クスイロコ’ノマチョウ

㊥・オオグロをγセセリ；

㌢1憲
終令となる→

0　カバマダラ；

なびでしまった。

㊤　オジロシジミ：

1♀－●三角紙内に10個産夕担・ 1㌔ ～ふ化疇失政

hく1－2令）→飼育管理不十分のため1eXのこる→

したが体から黒h液を出して死

1印ト甲～2‰けワクの英知に25個封匝ふ化せず卵はし

1㌔ 小さいサツマイモ畑にある親増マメ科より卵のカヲ（4個）と幼虫

（碩ト腿のおくれた1頭蛙脱皮中に鮒によって食われかフジマメの尖で飼訃轡㌔

P（3eX8ト2㌔A（aaS），2㌔A（1♀）

鼓　名瀬市ではリユウキユウミスジの生♀を手に入れることだけを考えていたので，ほかの嫌

については観察・採集がおろそかになった。ついにリユウキユウミスジ♀はとれなかうたが

名瀬市では蚊の好きな今村さん御一家に非常におせわになったことを記して改めて感謝した

い。

（参考文献。久保邦照（1961）：奄美大島の蛙頻（義宮正仁親王殿下御来島記念誌奄美

の生物研究報告，39－7．5）

〔196　2年1月3日完了】

・（医学部　尊1．年）

一13－、



沖　縄　で　？　－　ケ．月　‘

坂　口　総之柑

原稿を音けと習われた時，何を魯こう・かと迷った．ものでした。鹿児島大学はその位置から考え’

ても，薩撃，大隅同半島、及び南西諸島に於ける科学的研究と、これらの地方の発展に寄与する

ととが，大きな任務ではないかと考えま・九　私はまだ鹿児島へ来て日も薄く、大した成果もあげ

ていませんので、1959年夏に沖縄を訪れた時の日記よカ、生物関係の思い出を級少込みなが

ら　その大要を述べてみたいと恩高ますム

ワ月21日　（沖縄到着）

昨日、鹿児島を出港して以来2皇時楓　我々を乗せた那覇丸は静かに「泡」港外に仮泊した。
ヽ

ことで検疫，税関の検査後．引き船に引かれて桟橋へ。こうして、押紙に第一歩を印した私達眩

尊で各々の宿舎へ向った，旅鰯、入って休む間もなく、知人の招待で料亭、行啓、・死球料理に音

つうみを打つ，その後．彼の案内で首里城址（現琉大の敷地）へ皐を飛ばすムマニラ湾の夕焼け

にも劣らぬと貰われるくらいで、さすがに、遠く塵良問緒島の向うに沈む夕日は、空を真赤に染

軌．タやみ迫る守礼門を過して．ちかちか瞬く那覇の灯を眺める光景は、とうてい私の範の及ぶ

所ではなかった。

7月25日　（名珪方面へ）

那覇よ少名護までは．莞全に舗装された一号道路をつつはしる。今日は筒氏の案内で、彼の虔

園を見学することにしている。さすがに、高級乗用皐の乗心地よく、疲れを覚えない。途中に二

大海水浴場があ少、多くの米人も集つでいた。土地の人々は、道端に貝殻の土産物店を出してい

た。私達は直を停玖それらの員を見てまわった。ホラガイ，スイジガイ，クモガイ，サソリガ

イiチョウセソアデ，キパフデ，その他数々の貝殻やサンゴ頻が並んでいる。我々も御土産に前

述の月の他，ウミウサギ，ホ㌢ダカテなどを只った。この二つの浄水浴楓　すなわち、月の塀と

伊武部海岸の間はとても発色のよい所である。さらによレ、ことには、この辺の海岸では員の採集

もできることである。押細では殺鼠採集に適した土地が少くなってきているようであるが、谷

茶め浜など、この附近では、タカラガイ，．イモガイの頻を中心にかなカ有望だ。やがて名証町に

入る。名護は本島北部の敢大の町で、町の中央にはこの町の象徴であれ　天然苫己念物に指定され

ているピソプン木（ガジユアル）の大木がつつ立っていました。この木は今次大戦の戦火から免

れたそうで　昔の写真と比べると多少小さくなった感はあるが、おゝよそ原形を保っていた。

皐は名護より左に折れて本部半島中央部の伊豆暁、向う。叫間部に入ると谷川に泊った両岸の

山肌は切り開かれ、一面のパインアップル園である。所々にバナナも見える。附近一帯の樹木は・

ほとんどが、正熱帯樹なのである机　谷を吹く風はひんやわとして、その風景は何かしら故郷の

山村を思い出させるものがあった。尚氏の農園で昼食を済ませた放　免園を見てまわった。広大

を谷間を切少開いて畑地が造られている。内地では見られぬ粗　背丈の伸びたみかんの林や柿の

木もある。沖縄ではここが点も果樹の謡頻が多いのではないかと思われた。まるで、どこかの植
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物園を見ているようである。美しく手入れされた木々の間をウスイロコノマヤナガサキアゲハ，

リユウキ五ウアサギマダラ，カバマダラなどが飛払谷川沿いには、シジ’ミチョウ，ヒカダチョ

ウ，ジヤノメチョウの類が舞っている様子は幻想的であったi伊豆練を後に屋我地鳥、一名沖

楓の松島と呼ばれるとの地は、半胎生植物，メヒルギの群生地としてよく知られている所である．

半胎生と言われるの軋．実が机上にあるうちに胚珠が発達して、あたかも槍の穂先のよ，な実が

地上に落ちると、地面に突竜ささカ、そのせi板を下ろすという代物である。面白いことに粗

との木は、浄水と真水が漁じ合う吻所に好んで生育し　干潮時には陸地中ら　せた、満潮時には水

中に生えているのである。私はもし満潮時に実が落ちたらどうなることだろうと考えも父に醜

明を開いた後．実際に実験してみるととにした。夷を一つ取って、’水中に落してみた。どうだろ

う。効いたとよにまっすぐに立って浮いてりるではないか。つまわ、落ちた姿勢そのせゝで波間

に漂い、臭の先が地面に触れるや、すぐ根を下ろして生育するのである．本部半島で一日を過ご

した私通は、その夜は名謹に治った。

ワ月26日．（名護より辺土へ）

9噸小剋タクシーで辺土岬へ向う。．との辺上鋸ヒ部（．国頭地方）は地質学上は、古生屈と嘗

われるだけに、南部地方とは趣を異にし　海岸まで山が迫タヽ　沖縄本島の山岳地帯を形成してい

る。（500メートル前後）村落の様子は南部のそれとはか．を少異をカ、小さな谷間など吟、防

風姉に包まれた線の村落が散在し写真に見る戦前の形体が残っているようであった。正午には

辺土岬へ到治しね岬の周辺は断崖になってお少、すく下には東シナ海の水机岸にそって発達

したサンゴ礎に白く砕けるのが見える。反対側には辺土岳がそそり立ち、側面はこれまた断崖と

．なって私達に迫る。私達は二つの断崖に囲まれた海岸段丘の上に立っているのだ。海岸紋には数

首メー’トルもあろうカヽサンゴ唯が沖へ広がってい電通まで透いて見える浅い部分から、少し

実線に濁ったように見える部分lさらに扱い空乱　敬い空色　紺か・ら熟へと沐盲が加わると共に

幾段階かの色層に分かれて広がって行く泡そして、地平腺では空と一体になり、その附近には

・裏白を入道雲が浮んでふた。また海に爽巷出た断崖の先端には級という慕如土黒々としたソテツ・

・が青く澄んだ空をバックに繁茂している鄭ま、一幅の油絵を見ているようで、夢の国へ来たかの

上‘ぅである。とこで美しいという膏薬で表わ亨れるものは数々あるiアダγもその一つであろう。

アダンは南西諸島方面に広く分布しているもので．沖縄ではあちこちに見られるが、数とセ少い

けれども、との由埠のアダン程大きをものは参酌見かけない．樹上匿樫の爽（子供の顕はども

ある丁がぷら昔がうているのは誠に見串である。今となっては笑い話に過ぎぬが一戦陣中、日本

兵がノくイッ・アップガと聞達も．飛びついた争うである。あの莫しい容姿についふらふらとなるの

も当然だろう。・・そこで私も物は試めしとばかり、㌢ロやつでみね何の串はをh水臭いばか少

で食えたものではなれ－そんなことはさておき、我々は採範せねばならぬ。周囲の琉球松やソテ
°一

Fツの間を降って、’石ころをひっくわ返しては陸産月を挟賂する。・員や植物は専門で牢い関係上よ

く知らぬ戯　ケマイマイ勅やヤマメニッ、それにキセルガイの類など十教程が得られた。ちょう

ど二回の発生脱の中間で、半ばあ・きらめていたのであったれ螺もかな勿目についた。殊にジマ
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ベエチョウ癖多い。押印ではとこは．ど多くのツマベ吉を見掛けたととはをかつね・またブカタ．・

テハモドキ，ヅマグロヒョウモア，リユウキュウブオスタブゲバをども多く，γロオビアゲハ，

クスキ千才ク，ナガサキアゲハなさもちよいちよ．h見掛けもこれらの他にはキチョウ，7カ久

テへきソツロチョウなど．もお少、・入少阻って乱舞する姿は爽匹見串衣もdであつね

沖縄に於ける採集旅行地



ワ月2ワ日（石垣島へ）

年前10時CAT機で癖空港を発ち、石垣島へ向う。我々を乗せたDcⅧ塑馳高庇之ヰ

メートル前後を飛んでいる。小さな忽からは時々白い雲が見える他、筏にも見えない；降起サン

ゴ礎でできていると嘗われでムるだけあって．書すがに平月を宮古島が約1時で見えて来る。

宮古島で約30分偉効か後．再び機上の人となった。さらに1時間で石垣島に着く。この島は宮

古島と異少、西表島などと同じ地層で、古生層から成っていると言われ　機上からもゴザ昏や舟

越附近の山、それに、川平湾周辺の山々が望まれる。出通の人の案内で旅館へ。休む間もなく串

を呼んで、石垣島⊥周の見物に出掛ける。サγゴ確からできている部分で軋　小さなウダアール

戸ドリーネの様なものもあわ、幾つかの鍾乳洞もあるようだつもまた海岸線には野生のパパイ

アが甘ハ実をつけているのも見られる。山間部を通る時に軋　野生の数種のヤシや大きをシダが

群生していて南国に来たと・嘗う実感がわく。単軌Il平を通わ、ある開拓部落に入った。戸数に

して十数戸もあるだろうね　この部落の広場にはパイン7ツ．プルが積みあげられてあった。よく

見るとそのパインに＃知れる蚊が集っているではないかb　とれ幸いとばかり車を飛び降りた私は

山壌みに専れたパインの周りをぐるぐる回少ながら採無を始めもアオクテノ「モドキが最も多く

7カタテハモドキ，りユウキユサムヲサキ，メタ7カムテサキなどの蚊が象っていて、追っても

追ってもやってくるのである。気がついて見ると、いつの間に集って来たのであろう、私は部落

の子供達に取囲まれていた．ちょうど私達は台風の過ぎ去った後へ行ったので、これ程うまく採

集ができたのであった。というのは、パインは成熟期に台風に見舞れると、成熟が早ゆられ－⊥‘

時に多量のノくインが熟するのである。この時も、・一時にパイプの収種が多くなった為、島の加工

工場ではさばき切れずに、山疎み托したせゝ腐らすといった状態であった．とれが私には幸して

嫌の採集は楽になるし、パインはタダで食べられることになったのである。．このようにして、そ

の日は宿に引き返したが、尊慮からはオオゴマダラやモソキアグへ．リ諷ウキユウアサギマダラ，

シ．ロオビアゲへナガサキアゲハなどが見られ、バツ（烏）がヒナを連れて、よちよちと道を横

切る姿もかわいかった。また名蔵川の川口には見事なマ㌢グローブ（オオバヒルギ）の群落も見

られも

7月28日（オ屯ト孫へ登る）

山麓を切り開いたパイン畑を抜けると、へゴヤ大リユクビyメイの茂る山道へと入る。実に見

事をものである。15分も歩いたろうか．谷川に出る。私はこの近くの石の下にサソリなどを発

見し、数匹のサソリや大きなムカデなどを採興したのであった。これから先は常級樹の繁茂する

ジャングルになり、樹上にはセツコクの類やオオクエワクリなどがくっついていた。との時運惑

くスコールに見舞われた。ズプ濡れになりながら登る。やがて足首が輝くなる。靴下を上げて見

ると、‘ヒルである。見回すと深く横った木の其の上に、内地のものよカはずつと小さをヒルが、

敷き詰めたように頭を持ち上げているではなしか。私は身ぶるいなしながらも頂上を目指した。

時々、キノポリトカ如ミ変病をふりまく。風上一輝まヤ㌢バル竹の林になっていて、一部分開け

た所がある。いつの閲にかスコールも通力過ぎ、南周の太陽が照りつけるけれども、高庇五首メ・・

－1ツー



ートルを吹く風は、かをわ涼しく照じられた。帰カは来た損を9°00　に折れて道なき竜を進んだ。

途中、偶然にも木の根元にうずくまっているサキジマハブを発見し、持ち合わせのビールピンに

詰込む串に成功し　無夢持ち帰るととができた。下山後、谷川の清流で顔を洗h革に日をやる

と蝶がいろではないれ　コノバチ富．クである。私はすぐネットを引きよせる。一匹ではない。二

匹も三匹もhる。私は苦労することもなく四頭を手にした。一茂は小破していたが、他の三頭は

完全であった。この日の収種は、3ノ〈チョウ四頭とアマミタラナミツジ卓五頭をあげるととが

できよう。‾大いに気をよくした私昧川平湾匿行き真珠奉橋場を見学し、シャゴウヤシャコガイ畢

どを手に入れたほか、オオゴマダラ，りユウキユウアサギマダラ，タテハモドキなどを得るとと

ができた。

7月39・30日

詰9日は、この地の月数研究家として知られる淑名披氏などを訪問する。この時にはとの島で

知力合いになった米人、スージー・グロ・スさんやキヤyデイ・マークスさんも我々と行を共にし

南方産の貝類をもらh大へん凄んでいた。スージー竜んは押紙コザ市に住んで居るのだが、彼

女は長い間、貝を集めて来たそうであったし、キヤツデイさんは高校生で夏休みに本国よカ遊び

に来たとのことであったが、彼女のマザーが．員を集めているのでいいか土産になると嘗ってい

た。あちとちを訪問するた払国際色豊かな歓談風景が展掬され楽しい一日であった．盈30日

我々は石垣島を後に本島へ向った。このように私は、見学に採集に忙しい毎日であうたが、楽し＼

い25日間の沖縄滞在を終え、－8月15日夕刻沖縄を後托したので直った押紙に関して軋ま

だまだ審かねばならぬことも数多く有少ますが、それはまた次の機会に譲るとと降して、載後払

’滞在中、お世話下さった方々に心から謝意を表したいと思います。　　（旗学部1年）
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屋　久　島の　煉．類．採集記・

橋元政商・肥後昌幸

再度採集記となってしまったが、本島についての如成風君によって勧1れていると思うので

とこでは略する。まとめる串はなかなか雛かしくどうも要領を得ないままになってu那読みに

・くいたろうがお許し下富レヽ

＜日時，マース，雑感＞

1961年ワ月宕6日、夜9時第20折田丸で鹿児島港を出航

ワ月2ワ日（晴）朝8時，安房上陸・1ユ時ごろまで付近採乳以後小杉谷へ向う。苧時半着

0何分叔初の地で方向がさっぱりわからず人が行く方向へ行くことにしたiなんとなく・トロ線路

を見つけ登山者に開いた方法で重いリュックサックをトロに呵む．そうするうちに露もだんだん

乾尊始めソロソロ9時、ツマの赤いシ・ロチョウ科を二人でただ御見送少、

0ツマペエチョウについて・‥政変植物として普通にクサギの花，他希にイトウリ，サyク？

カ，プツソウゲ，ノ、マオモト等で汲蜜も認められる。

本種の習性として飛ぶのが早いと言うのが通例のようである永我々が見た全て少なくとも

（屋久島）はそう早いと感じない。高く飛ぶのは通例で別に急いで飛んでいる薗種は認め夜かつ

’たようである。又日中と雨の時は樹陰に行くようだ。

裏面の柵は枯れ草に似ていないでもないが枯れ草等枯れたものに止まったのを見たことはない

（姦面色横様が似ている）

0問題のカノくマダラのことであるが， 安房にては多数発生し、卵，幼虫，成虫，共に多い。ほと．

んどのトウワクに卵，幼虫が認められる。多産するのは安別、学校付近、所が宮之輔では全然見

当らなかった。けワクは見つけ次第調べてみた。日数もうんと多いの私やはカ迷味か？亘れ

’とも安房では越冬出来たか？蜘土をh

O小杉谷への道ではアマヾウラナ号が極多産他はほとんどいなくヤクルリ披見を中った。ス・．ミナ

ガシ，イシガケチョウ，ミヤマカラスアゲハ，アオバセセリ等が次につぐ、叉不確実を記録で軋．．1

あるが¢）安軌、学校校庭にてメス7カムヲサキ ♀白鼠地面に止ったり飛んだわ、後遡にある黒

いすじも認めた。何分＼カバマダラの産地で疑われるのも無理はないと思う。（K・H）（功約

2‰位い行った所（安房港上ので蜜タジマキドリアデと1谷を日陰茶面銀白色、K・且表面

金線色轟面銀白色、M・H，がそれぞれ認めた。

0ウスイロコノマ夏弧　小杉谷にて、日垣．夕方ワ時30分

ワ月28日（雨），6月30分i花之江河へ向う。1時潜，以後付近採集

0トロ腺終点付近は特に注意してヤクシマミドリシジミを待ったが、雨が降カ、食料は2本みら

れるだ仇　どう石をなげて見ても飛び出すもlのはなかった、時期的には良いと思う机天候は藩

へ　石をなげでみた、しかし認められない。この結果からは産否は嘗えない。（天候の問題で）
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長近になって細田哺大先生に諦してみると、‘‘そうかんたんに絶域するととはないだろうガと雷わ

れる。

○ヤク．シマルワシジミは早馳1ら鶴亀に詮ナる。吸水したり，イポク（？）の花．に認ゆられる。

0クッパyルワシジ竜も注意していたが，本程と思われるものは見ないb　ワ月29日も同様であ

った。

0花之江河ではツてグロヒョウキンとヤクシャルりツジミを一頭ず久地に何も見なかつね

ワ月29日（雨）花之江河ワ時30分一歩行→12時潜小杉谷12時男0分発→トロにてこ安

房1時30分方，・安副、学位で一泡付近放免’

ワ月30日（燈った少降った少）3時まで付近臓。以後バスで宮之浦、．屋久島高校の寮に

鹿大生の高橋さんにお世話になり入れてもらえた。以後8月5日朝まで台風の為身動き出来ない

ませここに泊まる。

ワ月31日（雨）

8月1日（台風），ツ汗ペニチョウは見られる。

8月見目（雨），クテハモドキ多数，田でも海岸でも多レも

8月3日（晴）

’8月在日（晴）

0 ギアをソウスキチョウ

のませ去っていった。

0リ よしウキよしウムテサキ

（1♀）日払K・Hの敵を早く飛びクサギの花に止まろうとしたがそ

（1♀）目撃。昼ごろ前記のギソキンウスキチロケを見送ってすぐイを

畑のメテハモドキを見てhたら，クロコ′マのような飛び方で大迫の本種が飛び出した（KH）

K。Hの後、MEはアオメテハモ ドキ（13）を採集し、気を良くして田の辺りを歩いていたら、

このリーウキユウムラサ中を見た．何回か綱を振ったがとうとう自然界へ生活するままだった。

妓　我々は主に安房と宮之浦だけの採集しかしていなれ前にも書いた台風の為である。しかし

この地方はよく調べることが出来たかも知れない、そこで一部を安房と宮之浦と此戟してみる。

種　　　名

カバマダテ　　　　　≠

アマミウラナミグジミ壮

丁オバセセワ　　　　＋ト

メテハモドキー

．ツマベニチョウ　　　≠

スミナガシ　　　　・廿

ルワシジミ

安房　宮之浦（≠多い，†ト普通，＋少い，－見られない）

l

　

＋

　

＋

　

廿

　

亜

　

＋

　

＋

一之0・－



不十分を網密の結果かもしれない。単に我々の記録を中心としたものである。

又シバハギ嘘房，智之滑ともに多数、にもかかわらずメイワンγパメシジミは見られなかつれ，

ただしシバハギの状態はツポミもまったくない、宕すぎる状熟　ミヤコグサは安房宮之浦通じて

金々見られない。ヤハズソクは極多数自生している。しかし　シルビアシジミは認めていない。．

採　集　吉己　録

とこにあげたほとんどはK．Hのものである．M．Hののをあげなかったのは、M，HとK．・H

の連絡不十分のためである。しかし記繊類はM．Hのものも全部あげた。又との記録を書く為

の地名はあまわにも粗で莫然過ぎると思うかとれ以上知るととは出来なかった。

【略号〕・地名；安房（1）～小杉谷～トロ路点一花之江河，宮之滞5）
（2）　　（3）　　　（4）

・個体数；≠多い，」I普通，＋少い，と配す。

〔鎧記順序〕；種名，採集（自製）目，採集，目撃頭数．採集場所，個体数，Coユユ．PoSS．・

（特に書かない限りK．H）とする）

PAP工も工ON工DAE

・0卵白a aユCinoは8KhUO1856，（ジヤコウアゲハ），Ⅶ．・3．13，（5），＋；

Ⅶβ8，1塀，（3），＋，

00ra蜘8叫On niIpOnumFRUHSTORPER・（7オスジ7ゲ〈）
Ⅶ．30，13－（1），1十；（5），＋ト

′

O Papll五〇Ⅹnthm∋も工NNE（アゲハ）

ⅦpO，1各，（1），亜；Ⅶ3，131早，（5），撮；（2），撮，

・O PapillolmChaonh土坪OCratO偏　FEhDERetFE工皿ER（キアゲハ）

Ⅶ3，13，（5），廿；（1），陀），（3）共に廿，

○馳piユ10prOtenor d．0m但tri118qRAMER・（クロアゲハ）

Ⅶユ，1合，（5），廿；（1），（2），共に什；（3），十・、

0・・PapiユioⅧ仔ⅢnOn tbuエわergii S工EBOhD．（ナガサキアゲハ）

Ⅶユ，1合，（1），亜；川，（2），共に≠

○施plllo helenu眉nlcconlcolen8BUThER・（モソキアゲハ）

Ⅶ眉0，2谷，（1），≠；Ⅶき1，131早，（5）≠；陀），撒；（3），．＋ト，

0：Pa碑ユiQmaaCk止　白a尤akel MAでSUMURA・（ミヤマカラスアゲハ）

Ⅶ．2ワ▼，13，（2），＋；Ⅶ．5，33，ⅦA，ユ早，（5），†ト

．ノ　　　PエER工N工DAE

01mmualaeta加th別如aJANS（〕N（ツマグロキチョウ）

叩．50，13，（1），廿；Ⅶβ1，18，2早，Ⅶユ，131♀，Ⅶ1月，13，Ⅶ描，18，

Ⅷき，1合，（5），†汁．
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0キチョウと共にプレチノギク（未同定）の花に群がるのが目立つ（宮之浦にて）。

O Eurema hecal〕e「ma血arlna ae工inRZA（キチョウ）

Ⅶβワ，331♀，（1），Ⅶ声0，4♀，（1），1十；Ⅶ．2，13，（5），≠

O nOr18raやae CmCivora BOエSDUVA工」（モン㌢′ロチョウ）

Ⅶβ7，13，（2），＋；（1），（5）共に＋’

O Pieエi〕melete MEyETR工ES（スジグPう′Fチョウ）

Ⅶ生，1♀，目撃（5）

O Hel〕OmOla組a思iIpe軸ユrognlKUROSAWAetOMOTO（ツマペ昌チ

ョウ）

Ⅶ．之7，1♀，Ⅶβ9，1♀，Ⅶβ0，131早，（1）．，廿，（2）は上に登るにしたがってだんだ

ん少なくなる、安房のつり橋よ少約ユ‰位いせで見られる；Ⅶ．31，33之早，W，1♀，

Ⅶ．2，23，Ⅶβ，934♀，Ⅶき，色合1♀，（5），耕．

DANAエDAE
′

0工）ananS Chrysi】運氾∋h工NNE．（カバマダラ）

ⅥL2ワ，1平，．（1），＋ト，M．Hに・よってⅦ月9，Ⅵ描0にも教頭採集された．叉卵、幼虫等数

十頭を採集，羽化率は飼育中の失敗で悪かった。

SATYR工DAE

O嘗p髄加ar鈴lS BUThER（ヒメウラナミジキノメ）ム

Ⅶβ9，1頭，＝，≠；（2），（3），－臥共に≠．

0吋Ca・reSIs gotaT脇机皿酪nla yRUHSTOR甘ER（ヒメタヤノメ）

ⅥL30，1頭，（1），＋；Ⅶ芦1，1覇，（51，＋．1

0Neope gosc王政eV土tSCl止1MENETRエES（キマダラビカゲ）

ⅥL27，2頭，（21－（3声小杉谷の単数所内，＋，

○旭1anlti∋led．乱もエ封N凱（ウスイロコノマ‘）

Ⅶβ？，1頭冨怒，（2）～（3声小杉谷，＋；ⅥL50，1♀，（1），♯；Ⅶ31，28，Ⅶ．3，1♀，

（5），廿，

O Meユa血もiB帥aim孔01ten白土S MATSUMURA（クロコノマ）

Ⅶ．2γ，目撃（頭数不確認）（2ト（3声小杉註，廿，又　M．Hによって（5）にて1頭採集されて

いる。

NYMPHAも工DAE

O工）ichorragia ne81甘凪Ch通neE止OteS：FRUl封ヨTOR甘ER（スミナガシ）

Ⅵ鰐ワ，1早，（2），≠；Ⅶ．30，1省，（l），」十；（5），十一

O CyreStis uⅣ0aaⅦa∋uabella FRUHSTnR甘ER（イシガケチョウ）

Ⅶ．29，13，（3）．廿；（2），廿，

0VanesSain且ica，HERBSで．（アカタテハ）
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Ⅶ3．0，l a，nl〃＋，陀），＋

O KaniBka．can年Ce n0－3坤anicum S＝E‘BOLD（ルリメテハ）

Ⅶβ，1頭目撃，（5），＋
′

O n．eC王．S alⅧ凪ma：h工NN軋（クテハモド・キ）

Ⅷユ，．1，Ⅶβ，之，Ⅶ．4，15，（51，亜

0計eclB Ori卿も工別田娠アオぞテハモドキ）

Ⅶ塵，1谷，（5），この一卸み，cOユユ．M．JL
．．

0蜘011m8℃Olina鱒1111罰準nE且白BUThER（リユウキユタムヲサキ）一

Ⅶ4，1♀昌撃，（5）
′

0王匝11mnaB m181ppuβも工NNE（メス丁カムヲサキ）

ⅥU己γ，1♀目撃，（1），不確実をものであるが一応書いてみる

O ArのTeは日脚rbiは∋もエNN乳（ツマグロヒョウモソ）

Ⅶき8，1右，（4），＋；（1），ほ），（3），・廿

hYcAEN工DAE

OArh明坤la japnlcaMURRAY・（ナ芦サキジジヾ）

Ⅵlぶ9，1♀，（1）．＋；（2），＋

O Arho醇1al〕azaユnS勧1Tもa加BUThER争・ラサ苧ツバメツジり　　、、

Ⅶ．2？，1♀，（1），＋；Ⅶぷ0，1早，（1），＋；（5），＋，

O Z地eerla地argla MENETR工ES（ヤマトシジり．

Ⅶ．2・ワ，13，Ⅵ膵9，1♀，Ⅶβ0，131♀，（1），≠；Ⅶ28，1台，（21，≠；Ⅶ鼻，・1

♀，（5），†廿，

o ceユaStrlna argiOll拶1adoni且eB del！m（ルリツタミ）

Ⅶ3，18－（5），＋，

O Cela白trlna plSpa uⅡBnOniB：MATSUMURA（ヤクシァルyシジミ）

Ⅶ月8，581♀，Ⅶ．之9ilSl♀，（3），廿，

O Cela8℃r土na′all）OCaemlea MOORE（サツマシジヾ）

Ⅶ28，13，（3），＋
′’

0工以npi且08　もOeticⅧS h工NNEよウラナミツジヾ）

Ⅵ129，13，（1），・掛；5，砧，

ONacaA1地色泌ユr乱Va Bel声entTimaユiS SHエROZU（アマミウテナミックミ）了

Ⅶβワ，11寧1♀，（1トイ2），Ⅶ．29，色合3♀，Ⅶ．50，434早，（1榊・；ⅦA，13，（5）ナ＋，

CUREで工DA王已　＿

OCuretiB aCは七a p瓦raC11ta dP　加工CEV工hhE・（ウラギソツジミ）

Ⅶ．1，ユ♀，剛，＋；【1），（2），＋
HESPERエエつAE

0α10a眉四日benj血止土　japon⊥ca MURRY（了オバセセリ）

－23－



Ⅶぷ9．ユ♀，鋸，撮；剛9＋トp（51，＋㌣

0恥10plda点て凪thiaS dt泊r戦っ皿ri EVANS（チヤバネセセリ）・

Ⅶ．2ワ，1，日，Ⅶ．29，1，≠；（5），榊，

○馳ranara酎比ata BREMER et（MREY（イチモyジセセリ）

・（5），＋ト；（1）でも，たぷん産すると思うが記録していない。

0mtoc耶ta cuJVlfaBci風甘E工皿ER’et甘EhDER（クロセセリ）

Ⅶβ9，1，（1），＋，cOコユ・肌H；叫3，3令幼虫1匹，（5）．＋　Colユ・Sl止n前m

md血ka．・

以上目撃を含めた41租を屋久島にて記録した。

農学部1年・橋　党　政　雨

教育学部1年　昭後　昌　幸

（文責　橋元）

屋久島採集．紀行（†961年）

成　見　和　総

7月21－22日　　鹿児島ニー湊一宮之浦

之1日午后9時一星空に．別れを告げるドラの音に．我今、はつと感ずる　昆久島行を

永年の念願かなって、多くの期待を持って10日間予定の（実は15日間となってしまった）

出先だ。実は26日、鹿大生研のメン㌧ベ一．2人と同行の予定であったが．香月小の老海原先生の

推めもあウて、叉小生日数一日も早く行きたい気拝だった故　22日出発となったのだ。自宅

（志布志湾）附近の波が、少し荒れていたので、ひょっとすると出港と少止めかもと不安の中に

上鹿したのだった。快速舟20折田丸が出るとのことで、それを利用するのだ。海にはもう多く

の人々が集まり、甲板も－ばいの人々である。学生生徒連中の多いのは、明日から夏休みという

のと合致したためで、残念に思う。調査不足のため、切符売場でわかったのであるが．宮之浦促

はないらしく、一演港にて下舟と改定する。岸には、多くの見送り人があ少、テープの波には、

初出抱の小生には珍らしかった。ヤはり拡声器から流れる別れの曲のメロデーに払　何となく、

10日金少本島を離れる我が身払　じんとくるものがある。湾内において、静かに鹿児島市の夜

景を横にをがめつゝ・上からの地力の景色と対比するのもいいと、今せつに感ずる。水面に写った

ネオンのゆれ動く姿が印象的だ。．

之時間余の状由も佐多岬の燈台灯の消え去頃になると、波は大きく振れ始軋初の舟長旅（？）．

の音が胃のi孤　正常毒を失い始める心地・・・・。藍一色のこの世間より時たま現われる光る月光

吼　白波のキチリと巻套返す姿比．フワγとした気分を細やかをがら支えてくれる。雲，波間に

見える盈2つ3つ、心の星も振れ始め一天は星のダンスと変カにけ少‥ふ。甲板k雨しきカに
一之4－



降少始玖　時たせ波のしぶきを浴せる。地下（階下）に下り行く青銅鞄に戦い始めるこの不安さ

‥・胸ムカムカするにこの時をとそ人の云う舟酔ハと薔切に知る。洗面所の孤同胞の多きと

と、人並と曹爽すみ　　胡平気，にて高笑いせし人の憎らしさ－か初めての舟長旅の試とて、く

す少飲せずして　苦労せし＜の7ホらし．もl

令唯私の望むの払．珍品も伺のその、．早く一癖に到諭してくれのみe　　レ、つの問にか・ム

．カ々々もうすれつゝ、楽を気持になるをおぼろに感ずる。レ、つしか、渓き限りに入りにけり・？。

「ヂγ，ヂγ，＜，ノ勺とhう、け耽ましわ膏と人のザワメキ紅白を醍九一湊到発を直感する。

気分は正気だ。リュックを背おう我が身の音こび、ついにウhたかと、一早く窓外を見る。ポソ

ヤリし允ティ色の闇の中に、之槽の小舟の盗彼方に燈がかすんでいる。とれオ判の廊なの私

これのために．ちょっとの荒波に、寄港を中止しているのだ。途中で降り始めた雨は、この好の

辺よカ凄い降わとなわ、数分後上腱した時は、雨具のと少出す間もなく、ぴつしよれ　まつそく

名物の大雨に歓迎されたらしい。

遠良く女学生を迎えに来ていた、折田

汽船の4、塑四輪にて、宮之滑まで、振

れる三輪の中で歓迎の早かったことに

四人昔失する。十分やすると、それこ

そ大びつしよ少．（上衣などはタメケパ

トビチん水メマリ）その後くる冷えと

みには、すごへすとく寒いのだ。

屋久島に真夏きて、琴いとはこれいか

にだ・・・しかも平地で・・。。

屋久島高校についたのは午前3時、車

をおりてまだ上舟の気分が披け切って

いない。午前3時、宿直の方との諺の・

後、4晩　発換えて富つば少したとこ

間

内 」′・一尾之聞

．屋久島概略図

るで、極楽昇天　　。

7月23日　　8時苧0分起床　宮之油

日をとすわっゝ外に出る。「ツマベニ戯′勺という弟等の蹄呈する。その辺を低く高く凄い自

酢もって朝の散歩を試みているらしい。同行の3人はもう追いかけている。何も急ることはな

h武蔵でいとうと落付。

天候はさつば少しを払．怨というところ、．どうも山の方を眺める軋怪しい宰行－。山の窮まは

⊥見してぐっとくる。何となく心が弾もb予定の鞍掛先生電話で知少盈いてとんでみえる。よも

や故では又あの故の状態では、今日の丘陵だろうとのことだったらしい。竜つそく、先生宅へ

向う。屋久島融は富之油の町の外れ安房側の松に聞ほれた静かな所にある。宵之油の町の中心

‘にある先生宅への途中、ツマペエが特恵の遡ぶ少しで、あち．とち列火′でいる。バナナをbaek

一　完5・－



にヤはカ南国の気分十分だ。今を盛りのクサギの花に、ナガサキ，タロ，モソキ，7オス汐．7．

ゲバ毎のアゲハ類が政変に来ている。荷物はないので、ぼつぼつ採炎して行く。・モン1／ロ，キチ

ョウも数鼠見られる。宮之新糾、学校前で、ル　ポシャンマを日陰　前項細島筋が彩やか私シオ

カヲ，オオシ廿カヲトンボも本地におとらずいる。やは少、普通種でも、バツと思うのは、大部

撤しているらしい。落ついてく；空中体をサツトや少たかったが、ツてペニー号はクサギ上の

奴をhただく。手下にもつ、ツマベニも発くLh修は少しながら、色尊めていろ≠亀足で先生

の家に溶くまでに2現　地の5人も各々揺取している。弟なんか大喜び亀初見．初の記録とあ

って気持がわからんでもない。先生宅にて夫秦の親切をもてなしに、昨夜のあの不快さもふっと

んでしまう。・どうも今日は一日中雨が続く様で休憩とする。庭先に咲いているサ㌢メソカの紅黄

の花札一つ特に目を引く、K先生の話ではこれにもよくツマペエがくるとの話－。

休憩とはいえ、雨中とは云え、じっとしておれない腕のむずつき、カツノくを付けてトンボめざし

て附近の宮之浦川を上ってみる。やは少雨降る中には虫も駄目だ。時たまシオカラトンボが同情

してか姿をみせてくれる♪一頭はとってやる。ちょっと木蔭に行くと、オオシ廿カヲトンボ独

力を持っているらしく、特等席所に静止して時たま上を引汰′でいる。又再び川辺に出ると砂地に、

シロへリバン卓，ヲクが多数発生している。4，5頭拐珠しておく。もうネットもピアシヨリなっ

てくっついてやる。バツと思ってふ少向・くと、シオカラトンボガツカリ。・・。ちょっと小峰少

になカ明るく惑ってくると、‘とこから・と′もなくツマベこの姿が山辺で見られる。しかし高い速い。

次に4人一語に高校の方に行く。さ9竜のクサギの大木でしばらくがんばり、ツマペこ，ナガサ

キ，モソキ，アオスや，クロ等のアゲハ類，ツマグロヒョウ屯γ等を採集。サツトうす暗くを少

小雨が来ると、まずツてベニがどことなく山手の方に姿を消す。他の頻は少し位雨が降って尊で

も知らん顔して盛んに吸っている。やはりナガサキが多h　アゲハ，モソキ，クロ，7オスジ類
‘ヰ

叉キチョウ，ツマグロキチョウは多い∴ッ÷べ芦の内地のモソシロチョウと比、まさにその通少、

モソシロチョウ2頭に対し、ツ．マベニは多数。キアゲハも南国的スピードで通力過ぎる。アカヂ

テハもやつれ姿を示す。ヅマペ昌の幼虫採簸中はからすもギヨポクで、キポシカミキリを見つけ

る。7，8頭の三角紙のツマベエは、ほとんど傷を負っている。ギヨポクは多くあるが、幼虫は

見つけ難い2令2鹿弟等が．おそらくガの一種であろう幼虫を見つけて「多くいる」と吟、

最初は迷った。

夜は歓迎会として高校の先生他3人をまじえてピールの軌かつ・て、これほどの畳の経験はな

く不安の中にどうにか「人前にふるまう。どうも最初は先生選ばか少で勝手がわからめ。しかし、

この気分のよさ、うち溶けて年跡とわず同等にふり甘えるのは、この種の特徴かを知る。話がな

かなかはずむ。屋久島の全宜も撮めた気分だ。やはり教師の集まわである最后払　教育の話で楽

しく思う。教師としてのことで学生の小生に説教じみてくる、先輩の忠告として傾聴する。気楽

に話せて気持がよい。

7月24日　　紀捕～安房～小杉谷

嚢の天気でどうにかうまく行書そうだ。昨夜の計画通り、8時20分宵之活発のバスの人と竜
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る。安符より小杉谷までの予だをの私　とのノスカl nのけトの交通振闇らしい。途中、造内か

ら　ノマへこ，アゲハ，モ／キ，ナガサキ，クロ，．アケハの見≠みられる。カをカ遼くにいても

すくEHLつくのはノマへエチョウた。乳白色の羽をははたかして一巻わ芙しい。しばらく、ゆら

れて進むと、海岸線に由って一広域　叫湯か見られる。K先生の説明に1ると　数年前使ってい

た飛行場という。そういえば出発前　英語抱圧の押川先生の謡にあった。粗末たけと、うまくや

れば使われる様にも感しられる。今　工窃中らLLヽ　数年政には、大分便利になるたろク。ノナ

ナかあちこちの庭先に見られる。大小の輿をつけている。まさに南国の気分た。1時間数十分し

て、安原の町、大型のつ少橋にて代表されよう。海の色自前に迎えたデブノクスふ少。安房．こ

こカー応小しんまカとして一番絶奮った屋久島の町たろう。町中を又　安瓢Ilを、つ少橋に泊っ

て、波るノマへこの雛葬くしい。ある程度の腹こしらえをする　採裟用具のみの礎い服装とな

カ、残わの荷物は小杉谷登山口にて、トロノコにたのむ。

身も凝く、いよいよ今日の採集の開始た。下の方では／オカラ　オオ／オカラト／ふ，マユタ

テ7カ才　や　ムラサキ／／、，キチョウ，チヤノネセセリ，アマ、ウラナ、／／、，ウラナ、

／／、等か見られ、又、ス、ナガ／れ　樹液にススメノチ等とたわむれている。ギヨオクとノマ

へこ軋途中ですく炎を消し。キチョウ，ノマグロキチョウ，ス／グロ／。の／ロチョウも見られ

る。ものすこいスヒートで近くを通り：凸きるのは　7オノセセリである。苦労して掠ったカ　し

ばらくして3覇採収出来た。迫に泊ってヒメウテナ、／ヤノメ，ヤマト／／、，アマ、ウラナ専

ノ／こ，少し進んでヤク／マルリ／／、　又，ルリ／／、はわづか1頭見られた。特に、路線の
′

谷川との交叉点の橋付近の広郷脾とひかう／／、は．1央せってアマ、ウテナ　である。／／竜

顔には、クノノ／　ノルビヤと珍も考えられるので、最初カら確実にとらえることにする。4山

辺にて、高くヤヤ敏速に飛ふ奴、とれた加箆ものではないと、できる限少の力でもって追っかけて

2回の噛振少の後、やつと手に入れたもの、サノマ／／、とはカノカリするか　当地では初採集

品で酔って三角紙へ　。　この辺でもTの方では樹夜に来ているス、ナカ／又、時たま　ヤ

プから追い出されるクロコノマヤ、ウスイロコノマもネノトに入れる。ノマグロヒョウモノはと

こでも多い。トロ道の両脇を木々で酷く囲ほれた辺にて、クロセセリか飛ひ軋す。ミヨウ　もあ

ちこちに見られる。イ／ガケチョウの顔もここにくると　いっそう特色あるチョウに見える。少

し小邸でスマートに感しられる。E先生か元気よく追っている。一力甲虫の方は、名も知らぬ4

さき花にメタキ7、によって　ヨノスノバナカミキリ，フタオヒ、トリトラや　ヒメトラハナム

プリ，ハナムクリ串が落ちてくるのみ。ハノ、ヨクかずつとミチ／ルへする。時たま栂アオス

／にひっくわさせられる。とうにか今道政を保っていてくれた天気も底魚をかしっていると而と

なる。とうせめれる覚悟ではあるれ　食って竜にはと　いうことで　10分間位岩カけに円をし

のきつゝ休む。通釈アオノセセリカ自分もと、云わ山はカカでの帽子にとまりあわてる姿に大笑

い。道路に腐って適当にあちこちに増水が流れているし　水には不自由しない。便利にできてい

る。突鉾コオーノという音と歩にトロの一群力降りてくる。大きな材木を私んでhる。ヤクスキ

らしい。ワ，8両日に白旗をなひかせている。これか赦戌の印と気っく。すといものた。これで
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もって山奥から切り倒した材木卑下ふ、運ぶのだ。・食諺で元気づいた5人は余少調子にのって足だ

け速くなった様で、1人ゆっくり採鎮しながら尾行となる。レ、そう急所をスピード出しちヤもっ

たいない。γ，8‰地点でムラサキツバメを採取したK君が音亡んでもってくる。最初はヤクシ

マミドリかと思ったという無理凌い。この辺にくると、もう両側の岩のたれ水等の湿った辺にト

ゲオイトトγポが見られ出す。時たま、オオシオカラの姿も見られる。突然小生の日に鉄橋の上

の高い木の問に、赤いシジミらしき姿がうつる。違いをがら良く見るに、花を好んでいるチョウ

の姿．大き書はウヲギソシジミ位、・確かに赤色である。小生の頭中に7カツジミの姿が浮ぶ、よ

もやと疑う間もまく、そう信じてしまったほどにているのだ。他にも、．1，完膚いる。遜良く一

斑近づいてきそうだJ・サオの3本且をトロッコに寵いてきたのを後悔するが、時すでに近し。

さいわいどうにか2本で届くと思った瞬凰施与にてネットを背伸びして振る、・残念′は入った

はずなのに失敗　息つせる思いで附近を見廻すも、他の姿まで見られない。下は急流の勒Ilであ

る。師め切れず数十分休んで、ことでがんばれども駄目。心中は、数百m行っても治まらない、

．何かだま盲れた気持夢のようである。3頭も見たのだからまだいるだろクと気をよくして進払

小雨とな少、手をちょっと出しにくくなる。バン・ミヨウが同情するかの様に、例の元気プリのミ

チツルペをしてくれる。しかし時たまいや、ちょいちょい、はつと思い振少返らせることには弱

ったものである。あ虻少にも色彩にめぐまれ過ぎ人を迷わすの乾．1‰位行って、又例のアカケ

ジミらしさものが姿を見せる、しかしついて．いないも丸にがしてし食う。それから数分の後こ

れを見ていたTが．昔つきのチョウを採ったといって　ネットのまゝ持ってくる。胸さわぐ中に

ネットを手にとる。見てガツカリ、シヨyポリ、ベニイカりモγガなのだ。ハハハ‥・「パカ

だな，をんほなんでも・・・そう云えばそういう気もをhでもなかった。これで－事件も解決し’

たものの外の虫は・・・内（膿）の虫が納まらなレヽハハハ・・・　しかし　との舶）以来

返ってファイトのわいてきたととはうれしい，めいめい自分のベースで進む。並ぶ順序はその政

変るが．K氏；的まとんど先頭、4、生できるだけゆつく少と心がける。ムラサキツジ号，トゲオイ

トはさらに多くなる。ヤソマの一種を遠くに見る。手がムズムズする。やつと採ったのがミルン

ヤソマSである。オエヤアマもあちこちにいる。途中製材所を通る。この辺にて夜間採集したら

すこいだろうと包めぬことを包んでみる。職人用の宿の玄関の土カベや忽ガラ．ス等に昨夜の残留

組てあろうガが昼寝でもしているのれ何か季節はずれの花か何かを連想させも　さらに進むと発．

電所の大型のセメント管が白く光って焚くしい。雑林の白鴎美の車に造迫美を飾ってhる。近く

の滝の状大き、焚くし亨はパックの線にはえて何とも云えぬ失くし尊で思わずシャッターをおす。

渓谷を羽ばたきしている大柄のミヤマカラスアゲハの姿も何とも云えなレも　イシガケチョウも独

特の飛び方をしている。タメキ7号も時々利用するのであるが、ヒメトラハナムクリ，ハナムダ

リ1Iコツスジバナ㌧：7クオピそドリ，トラカミキリ，ハナノミの1種等に過ぎない。天飯が藩過ぎ

るのだろう。イ可しろ網がク，タキによって、ナビくめれてしせう。小杉谷の附近2‰辺に来ると醇

酷い中にキルンヤンマがあち宅ちにとびかっている。場所（足場）が恵くて2古谷のみ執

オチャンマも岡場所にみられる。トゲオイトの姿は相変らず見られる。出発より終点迄ハ→′ミヨ
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ウが多くいた。侵後のゴールまでついてきた1期もおもしろくもつり橋まで纏って行った。つ

り橋を渡り、数十戸の村、ここが小杉谷である。ほとんど営林笥関係の人家らしい。このつわ橋

を渡る時には足も大分疲れていた。ほっと一丁息つく目前にヤクスギがどっか飢座っている。予定

通わ小学校に一教室を借わる。もう夕食予定の5時半であったが、先生宅の親切で電気ガマにて、

たいていただく。後任未等はほとんど中学生2人ががんばってくれる。雨は降った少止んだ少で

どうも因ったことだ。校廃をミヤマカラスが横切って行く、2人が追うがなかなか早h　少し薄

暗くなって、機をクロの方だろうコノマチョウが械切る。Tがミルンヤンマの♀をとってくる。

一般にある程度の暗さを好む点カトワヤンhTと性質がにていると思う。夜は今迄の採換物と雑談

’紅花が咲く。2氏と共に垂心に返って子供心を楽しむ。床上に毛布一枚である。　大へん涼し

い、適当に冷える。カーぴきもhないようだ。この分だとこの辺一年中カやはいらぬだろう。

（後から開いた話だが．全くその通少で’当直の先生は2年前来たせゝ、カヤは荷のせゝなおし

てあるとのこと○たしかにそう寧ろう。）叉、谷川利用の水力発電の豊富なためか、共同場も電

熱利用である。11時にな少、明日の採集予定物ミドリ等の執　花江河のトンボ等をたゆき算し

ながら、他人の寝いびきの聞こえる中に静かにねむりに入る。雨の音は堪えぬようだ。

7月25日　　雨　小杉谷一花江河まで行けず

起床せLはワ時も今日の予定は小杉谷工少16‰トロ絶息を至て花江何行である。出発する

8時30分頃はどうにか雨は止んでいるものの、はつきカしない。晴天までは望まめとして雨に

ならぬことを祈りつゝトロ線に沿って一行5人第1日勝也16lh地点めざして進む。途中インガ

ケチョウが河原に多く見られる。ミヤマカラスもほっほっ多く見られはじめ、例の避誼に属すキ

マダラビカグも2‰地点から教頭見うける。たいして変り覆いが、少し小型の気らいがある。亜

種といえば6‰地点でヤクシマジヤコウアゲハを撰蝕する。斑も大きさが彩やかである。アオバ

セセリのスピードの後には、例のスピードでものすごい雨に出合う。あのはげLh雨．ネットど

ころか、身体までぐつしよカ、小生これを名付けて流れる屋久島の雨と称したいeいつも．のぐつ

しよお軌大分なれつとになり、さして何とも感じないようだ。この雨軋　途中よ貢らに強

くを少、こうなると昆虫の方は姿は消すし、人間族はネットアリどころか．いつの問にか形式的

に物理的足の作用のみに終ってhる。甲虫屋もこうなるとさつばカ。これではいかんと、メガネ

にたたきつける、くもらす雨の中を側辺の材木に注意して行く中に、クロバナカミキリが顔を出

す。附近のトロ道泊いの禽宅の奥さん連中が、もの珍しそうに夜がめている。（どんな気持て見

ているのか？）との天候の場合．’ちょっと小降カになった間を天国と思って有意速に使用せねば

ならぬ運命なの札　途中、同情した小父さんが近道を教えてくれる。′ト谷川をチヨ．ロチヨロ流れ

る辺に、雨に鳥負けずトゲオイトトソーポの姿が3・3・5・5見られる。適当に手恕みできる。ネ

ットは云うまでもなく振るととはCan－nOt。　中間辺で材木の轟で雨をしのんでいるセンノ

カミキリを採典する。．今はキヨり目標にはげまされてもっぱら溶くことが問題になってくる。

後2‰地点に来た時には、足が1人で先に行く。どうにか瞬椙酌に雨は止む。後でかけ廻ってい

たK君戯ヤクシマジヤコクをニッコリ笑つ七示す。この辺の名の知らぬ白い花に軋　相変らず
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アオスジは多いとして、ヤクツマジヤコウが見られる。ミヤマカラスも谷間のチョウ指を飛び廻

ってhる。タメキ7ミするも例のハナムクリ，ハナノミ2，3稔に終ってしまう。チョウの採典

後、ネットからとり出すまでのg00d．靭血ng・スピードが問題となる。（∵リンプンが水

ネットにくっついて隣粉転写される）。鞄ハている絢ネットの、あの約を裂くようないいネット

音は皆経験するとして、水のしたたるⅦater－net　の音も珍音である。叉、すごい雨がくる．

16‰地点に溶いた時に一丸トロッコ？，8両に大木を税んでいた。さすがに巨木がある。山と

山とをロープでつなき＼山から山の材木運送に使っている。花江河は近いつもカであったが．竜

だ4‰もある。今から登って小杉谷、の日帰りは少し雑かしいという払つれの2人の中学生の

こと又、この雨中ではちょっと無理と行進断念。

断念すると人間の心はちょっとゆるんでしせう。杉の放下で雨やどりなしている戯　ずぶ濁れの

ためガタガメ冷え込んできた。A氏は「遭難一歩手前の感じ」と適温　昼食を簡単にとり、附近

’の屋久島天然記念物のツヤクナゲの自然体を見る。この附近上りあちこちにあるらしい。しかし

長身的で発がスペスベしてhる。、相変らず雨は続いている。予定過少花江河までは行けず残念で

ある。帰少は小杉谷まで機関車に乗せてもらう。やは少脚旬である。予定は明日下山　そして宮

之浦に行くのだったが。4、生機蘭車の上で決心する後2日位1人残って花江河，宮之鴻方面の採

処を試みることを・・・朝比奈先生の青葉にもすまなく思って‥・。夕方少し雨もおさま少、

適い夕食をガメックいただく、なかなかいける。夜も8時を過ぎる頃には、運良くも易がまたたI

いてくれる。明日に期待をかけ、多くの希望に悠えて目をとじるは10時。

7月26日　　螢　小杉谷一花江河

気持よく日を醒ます。他の3人はまだダウダウやっている。日は外へ走る。どうにか少しの3，

4の最はあるが晴天といえる、有がたや有がたや。早く登る予定だったが．8時頃トロッコが登

るとかで、それに便乗さしてもらうこと絶してゆっくりする。彼簿4人は予定通カ8時のトロで

下山する。小生ケ加臨ユ人花江河一泊をめざして進むのだ。トロ一発点に行って待っていると、同胸

植物採集の連中数人が来る。後からいさせし出立ちの2人の昆虫採集家がやってきた。相互に会

釈する。彼等2人も上松行く気配。どちらからとなく一見して気の通ずるのが同属のいいところ

「建物はいかがですか？！」となカ、話もとけ込もb相手の「カバマダラを安房で‥・」に、

バツと思う。こちらからきく前に親切にもいろいろと採集地を説明して下さる。安房営林所専務

．所裏の海岸の辺で、2人で10頭位採集されたという、他は拗ほしいもの枚をわらしh九ミキリ

を楽しみにきいてみるに、．ピロウドカミキリが専管昭眠っているのみ。延岡からおいでとのこと

だ。脱臭用具が理想的ですばらしい。道具も菅心してある。．ほとんど自製とのこと。間もなくト

ロ参上。労働者（キプリ）の出動用らしく一杯」他にそれらの関係者の子供適3人を乗せて、

「この通り－ぱいなので、一般登山者は歩いてください。」とのことだ、もう1人ならいいとい

拍・臥集団組らしい。小生も一也は一歩出ようとしたが今知少会った同胸2人がいるだけに

1人だけはいかぬ。結局リユッケたけたのんで、採終しながら過もことにする。像　便乗さして

くれ畠とのことで待っていたのに「こんなことなら早朝出発するんだったのに」と、恩知をこぽ
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していた。爽昧小生だって便乗を期待して待っていたの私天候も良侭　3人で醇らいつゝ採集

して行くのだ。昨日歩いたコースだけにちと頻しみは消えるが、やはり気持がよい。昨日と同じ

所にイシガケが見える。ヤクルリが′j、杉谷附近に我が者顔に飛んでいる。霧島山産とすると、黒

ス少．がはつき少している。タメキもたいして変化ない。もっぱらさつきの話の続き、牒ヤク㌢マ

ミドリに舶符のあるのは同じらしい。七つ道具の準備良書には、感心する。話によると2人は延

岡の市役所のS氏と、旭化成のA氏である。2人ともチョウを主とし甲虫，カメムシ．ガと範

囲が広い。2人仲良しであちこち廻っていると・のこ丘で、標本もかなり保持されているらしい。

もっぱら同友との会話でスムースに進み16‰迄はものナビいスピードで行く。伺．趣味の友と会

えたことはこの上ない音こびである。「旅は道ずれ世は←・4・」とやら。16‰地点寸前に′ト生

のリュックがおろしてある、2人は花江河まで行って日帰少で、小杉谷沿カとのことで先へ進ん

でもらう。′J、生は花江河一泊の予定であるし又、ガユツ少も持って行かねはならぬあだ。朝食も

まだ取っていなかったので、営林所関係者のお茶をもらいバンプウメシを食す。その間2人には

先に行ってもらう。そこで20，30分過して、リュックを散ってテクテク自分のテンポで一

人進む○今迄の手ぶらとは勝手が違う。トロ絡点16‰エ少山道へは入る辺に来ると、いよい亭

雲行がどうもとのましくをくなる。あれほどの上天気だったのに・・・ちょっと不安になり走が

らも山道には入る。300紡位は切労働はれた屋久杉等のため道は中断され、あっち行きこっち

行きの、じぐざく進行、背にはリコ」ヅクがあるし4，511‡進むにも大へん。木の下をくぐろクと

するもリュックが後から枚に引つぼられ進行をくh止める。この湿った（下に谷川がある。）木

々の間を、ミルソヤyマ，オエヤγ寸が同じコースを（トンボ道と名づけていいのだろうか）く

り返し飛んでいる。この附近を通過するのに小生以上の荷物をせおった登山者諸氏の苦労も大へ

んだろうと人串を心配する。このじぐざぐ進行に一息入れるため、ちょろちょろ水の流れる近く

に尻をおろす。谷間を伝って下の方からコツコツと悶えてくる鳥“山浮き　谷間にひびくあの

音は、屋久杉の枝はらうオノの脅かを”いらぬ時間をここで取少、どうにか迷道から抜け切って

冷え冷えする中を上下，左右に注意して進む。この辺ヤクシマミドリのいそう在所、しかし間も

なく雨がおそってくる。リュックの重さは行動を（－）にする。確かに九州トの登山コースとあ

って頼斜も急であり冷えぴえさも強い。周囲は薄暗く雨は降り、放物は何も凰あたらない。この

．辺にくると唯トゲオイトが群れているのみ。、屠もうすく張る。4、谷を何回もくわ返し進む．数‰

ことにある道標がせめてのもの慰めである。この辺迄に見られたのは、キマダラビカゲ，トゲオ

イト，オニサンマ等である。採集はちょっとス、けブだ。一息と思い膣力込んでいると、体がし

びれてきて、うとうとする。バツとして立ち上る、これぞまさしく遡掛一歩前と思う。数回の休

息の後、標言放のKmの残少に元気づけられてやつと着いた所カも　石造の一山小屋の立つ才田：沌　2

’点呼すでに憩いている「どくろうさん」一丁官でついた音こびにひたる。rどうでしたか？」「レゝ

や、－ミドリどころじゃあ力ませんでした」。お互に悲しい青葉のヤクと少である。「ここでもた

いした記録はあ少ません。今夜ここにか治カですか、下山されますか？」との間。小生「一泊し

て紺近を盲がしてみます。」と答える。しかしこの辺ではちと希虫もと直感する．両氏の下山喜
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れるとかで、改めて屋久島では再会を望めないので．名刺の繋圭軋　今後の交友を額いつゝさよう

なら1人残された気拝でしばらくシγとしていたが、山小屋の中に入ると先客があるらしい、

荷物リコLツク3つ。途中よ少との辺には、霧島山でよく見られた白むロヒトリガ）が多い。しばら

くして帰ってきた3人、高校生2人と中学生だ。すぐ仲良しになカ今夜の宿を共にすることを共

に蕃こぶ。中に入るがガツカリ、小屋の中は泣カーぱい。＿板二枚の上に女人寝るのである。営林

署関係の生徒達である。・さつそく1人で附近を廻る。小屋よ少50朋も隋た勘所にそれこそ発く

しい湿田、自然の水前寺公園とも云えよう。花江河．実に美しく自然美とはいえ、人工の手が加

わっている気がする。朝比奈先鋭トンボと項の中練－ぱい。目をひからすが、シープとして放

物らしいものは何も目につかない。入口でトゲオイトトンボを接賂する。少し雨の止んだ間を高

く永m岳の方へ、ヤンマがとんでいく、種ははつき少しない。漣地なるほど草原（小包）、時た

ま水たまりがあり、小藩がそれに滑ってジグザグに流れている。副とめカ込む所もある。中央に

シヤクナグの大株が、どっかりと座っている。この辺のものは、大分メッツリとしてきて集もス

ベスベでなく韮亮には白い綿毛が長くはえている。その湿草原に何か落ちも急行するにオオセ

ンチコガネのルリ色の光沢が彩やかブも　沈んだ小生を元気づける。やはり16001雄ともなると

気分もズー十ツとする。お受けに雨と尊ている。ヅマグロヒョウモソがあちこちに飛んでは落ら、

とんではおちして園田しているらしい。小型のスミレがなるほど多レも終令幼虫が永たせ少の近

くをすごし速さではっている姿にはびっくりさせられた。山手の方へ向っている。自前を光る緑

色、さてはセンチコガネとネットを振る、運良くは入る。色に魅力を感ずる。2，3回周って細

かく調べていくが、クマリの辺にもトンボの姿は見られない。ちょっとの日照を利用して付近の

写異をとっておく。宵之線番まで塵‰との標識が立っている。あいにく雨が降少出して富之繍岳

査頂は途中で断念　との寒さでは夜が心配とな少雨を利用して一休みする。ユ時間位寝むったる

うか、日は斜いていてこ　どうにか太陽の光が入ってきている。しめしめと又、例の湿地へこの付
′

近にもシヤクナゲの米が多い。柔い美しい新芽がつぼみを襲っている。湿地帯に出るヤ否や、1

頭のヤン‥マが目の前をアラブヲ郊汰′でいる。ネットを振ろうとするも、近くの小木に鯨広　しめ

たとばかり一振り、やはカオニヤソマだ。この付近に何か出そうなのに・・・。しかし水は淋′

で大分冷い。残念にも花江河1．5K一m前で、ここのために用意してきた水中温度計も壊してしせっ

て、水温は測れなか？たものの、冷たh．これで何と何が発生できるかな？と、素人思いする。

幼虫も準備不足のため駄臥　もう、時計は、5時半を回っている。付近には、今もなおツ尋グロ

ヒョウモソが産卵に余念がない。又、時々、キマダラビカグの傍物が湿地帯を械切ろうとする。

それを採る。夕食はバンゴウメシを呟くやる。出ていた3人は、薄暗くなって帰ってきた。石油

を利用しての遅い夕飯を作っていた。4人雑談にふけりつゝも、除々に各々ねむ少について行く。

冷える中に時々日を覚まし、底慮の．逆効果を恨むbスックと、真夜中a吼1人山小屋を出る。

外気の寒々盲がピリツと肌をさする。その状快漕法又格別である。P黒と藍の空の色の英くしさ、

屋に少しでも近づけた気描か．山で見る星空の莫しいも　星の色にユ人ひたるのであった。明日

いや今日の天気は大丈夫だ。．
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7月27日　　快晴　花沈河一安房一宮之浦

臼を覚せしたのは6曝　3人の寝姿は体をできる限少に縮めて夜明の辱竜を想像させる。山の

朝は叉美しい。久しぷ少の晴天に恵まれていい門出だ。朝食を簡単に済ませて、付近の最後の調

盈空の青首も今日はさらに美Lhもう1日がんば　たいを甲奴　宮之浦には同胞や次の計画

が待っている。トロ終点16肋から機動車が出るので、同乗しようとの生徒達の話で、準備して、

未練を残しつゝ3人と共に花江河出免付近には、クロウリハムツ、テントクに日がふれ　少し

下にミルンヤyマがいた。つれのあるためスゴイスピードである。こちらはしんがカをつとめつ

ゝ、採集していくが．たいしたものはない。急ぐ顔にトゲオイトが触れる。昨日の菅労しで畳つ

疎同コースなのに、あっという間にトロ終点にきた気がする。到着は8時ちょっと過ぎ。まこと

に早かった。ヤクシマミドリもと，とう辞めになうてしまうかな。伺といっても、食草7カガγ

が伐採されてほとんど姿さえ見られないの札との付近に拙、オエヤン†．パルプヤアマが多く、

木々の開けた所を行ったわ来た少している。予定通り機掬車に横乗カして、早い小杉谷行となる。

途中l諷上上少多くのチョウ，トγが，甲虫頬のとびかいを見る。こうなると歩けば良かったな

どと、欲ばカする。先の予定を考えると、この方法が最もhhのだ。今日の予定机　宮之緒まで

帰らねばならぬのだ．畢上からの谷間を見おろす搬ま、急カーブ等．ズーツとするとと多々．

新鮮なミヤマカラスを車上エカうまh net－in。しばらく行って、カミキリのラミーの淡い

色をした払判断できなかったが、残念　アツという間の出きどとで先晩　しかし体ともカミキ

リにとられるところだった。さて何であったことやら　何しろ昆虫の展開もなかなか早い。朝風

を切って準むさわやか巷の菅が鼻の辺がむずかゆへ何かと思い手をやってみれば、トゲオイト

のいじわる。今は愛稀ものの友である。10時頃小杉谷到温　辺でヤクルリ，キマダラビカグ，

イツガケ，ミヤマカラス等を採取して、早い昼食をする。リュックは後便のトロにたのんで、先

に採免しながら安房、進む。七つ道具とカメラ，バン2つて足どり麿く・‥。

最後につカ橋をふり返り、別れを惜しむb来る噂のミルソヤソマの多く見られた所は「今は日光

が剛過ぎてか全然駄目だ。．イシガケチョウ彿如。冷水に来ていたミヤマカラス，7オス少が

あわてて飛んで行く。トロできたえた機敏書かをOr採集家の前科物かと、後姿を1人挑む。ト

ー　ロ線に泊った穏はやや敏感を気がする。ヤクルリ，アマミウラナミ，時たま、チヤバネセセリが

飛び出す。2‰地点でヒメイシガケチョウ（？・1）をとる。すごく小さい。これほどの小型吼

飼育の巣姜失調でも出したことはない。体長13喝　もちろん、イツガケについては、一般に小．

型がめだった。又との辺にはめだってトゲオイトが多い。ヤゴの採集はあったときくが．一応と

の生態の一面でもと、盛少込みの調査を始める。トロッコ線路に沿った岩を伝って水の流れ落ち

るその脇の辺、－水のしみ伝っている辺に多い。20分後のこと突然小蒲から谷川へ落ち込む石垣

コケの上で、「頭の早が盛んに尾を曲げている。産卵の動作である。さてはと思い、あわててカ

メラを近づける。「シマック」近づき過ぎたらしい。姿はしぶきではっきりせぬ、上昇したらし

い。残念なこと昭文写り・ンクをリュックにおいてきたのは手落ちであったが、ことで1つ産卵状態

を観察することにしよう。とのことで、之時間の肝だめし、座遁込みとなった次席。附近20〃才
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辺を行った勿来たりするがなかなか見られない、駄目だ。変局細粒の杖まで先晩ノ

5回日にさつきの場所にくる。おや、いるいる全く駒の場所に、心はずむ。じわじわと接瓶

50m位に近づいている。リアグナシの普通政弘先ず普通の如く適当な場所を選んでいる。石

垣にはえているコケの一種に手足をよくかけて」羽を十分開きの状態で、尾をゆっくり71／3円

塾に曲げる。コケの表面を届妙；触れるように走る。この上に産むかと好奇心紅かられる。レーヤ

上ではない。そのコケとコケの間の柔h現すきまに尾端を4二5鋤は入れただろう。過当に尾l

瑞は移動してく少返される．だめだと直感するとすぐ尾増の位匿を変え、いい場所に入れて行く。

時たま、こいつのこの尾でと思える固そうをコケの菜間を、開けて入れることもある。G，ワ回

やったであろうか、おもしろいことに、茸賠βはそのまゝで、尾端の移動で息夜半用円形になった

カ、半円形になったカして無理を型を作る。ふと気づくと、4、生の顔は熟申しで∴それのaOcm

付近に接近している。こうなると俸単に逃げぬらしい。と思う陶もなく、ちょっと’20，30cm

椀に移動する。ここは上からの小谷川のささやかをしぶきを受ける所にあたわ、母体の超には小

粒の水玉が出きている。そこでも、同じ動作を試みるが．尾端が気にくわぬらしく、10Cか位ず

つ小さく移動して、又前の場所にきて、2，d回試みた。念のため手先を少し近づけて少し移動

させてみたが．産卵はもちろん、叉、そこへもどろうとしをふった。結局3角紙入り。この場所

払地面と底角に交わっていて、普通過少、上向きの姿勢で、水の十分しみ込んだ、かすかに水

のしぶきのかかる所・であった。それから、その産卵地のコケをもぎ取り、これ又、3角紙に包ん

でもち帰ることにする。時計を見る鑑8時間余を過している．交尾の撮影も余少接近し過ぎて、

離してしまう。くり返しポーズをとってくれぬかが自然物の難かし毒である。時間をくって、少し

急ぐ。サツマシタミの新鮮な姿がなつかしい。イシガケ，ムテサキツバメ，タロ7ゲバ，アマミ

ウラナミ，オオツオカタ，オニヤンマ，トゲオイト，ツモアリコメッキ，ハナふダリ，ヒメトラ

ハナムダリ，7メオビミドリカミキリと普通種にすぎない。たいして変化のない廟細【臼を配カつ

ゝ中間地点の製材所にやってくる。行きと同陳、3・3・5・5　の蛾がガラス窓にへばりつき、夜

の到来を・出番を待っているようだ。間もなく、機動車が追いつく、約束通り乗せてもらう。

リュックは都合によわ、後便でくるという。レ、よいよ最後かと、適転台上カ風景に心を楽しむb

上から下へと亜寒帯植物よ少、亜熱帯植物へと広い分布を示すこの山は、下の地点では、水生へ

ゴの自然木が珍らしレも．オオクエワクリも腐れ木のアシ・大木の上等に見られる。運転士と気が

合って途中にいろいろと話す。息谷辺の急カーブでは、ケーブルカー気分も昧える。後3‰位の

辺だったろうか、昨日ついた肥後，穂先の両君が武装してやって来おる。「ヤア」運転士さん気

を尊かしてしばらく止めで下さる。今迄のいきさつをざっと説明、彼等もかくマダラの話を出す。

4、学校の校庭という。大部発生してりるらしいを。ミドリシツカリ，トンボたのむ。檎元君日く

「もう1回登ろうヤ／」、行きたいのは山々、しかし明日には明日の川々が待っている。2人は

いい初日を迎えた。その間30秒余i2人の成功を祈少つゝ安弄べ。トロ出先点0随に到着して

いよいよカバマダラの撰集私　と希望に燃えて営林署貯木場へ行く。1時間余捜すが、全然姿す

ら見られない。ツマペニが彩やかに調バリとばか少飛の回っている。4日ぷカの姿でなつかしい。
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安夙l掩噸々と横断している。自校カyカ．ソと照っている。目前を飛んでいる甲虫をすばやくネ

ットへ。アヤムネスジクマである。批桟陶セヮ，8頭の経故はあったれ愚久鳥では小生として

は初の記録である。付近のメタキでウバ・クマコメッキを得る。まつそく営林署事務所轟へ急ぐ。

海岸線に沿って姦求と調査してみるが、ピソとこない。この辺にいるのかを。「オヤツ！アレダ

！」と思いかけつけてみると、伺だツマグロ．ヒョウモγの♀である。4、生、今だカノくマダラの．挟

集の経験がなく遠方からは区別つきかねるのだ．・ツマグロならいくらでもいる。どうも邪魔に凌る。

L5時間余捜して毯クサギ上の新鮮なツマベ品を噸つぶしにとる。緒本県産と称する採集象れ

ここでがんばっている。どうもあきらめきれづ1付近を一周して、もとの場につくと、向うから手

を振る人がいる。たしかに見た様を人、それもそのはず、昨日の延岡の両氏である。ここで再会で

きるとは思わなかった。その後又、教頭とれたとのとと。「前より少いですよ。」との話。勝地

はやはカとの付近を中心に、町中でも取れ、又、川向うのさゥ尊捜した貯木場の海岸辺で交尾中の

ものを孫娘されたとか。クロクマがドク管に見える。一緒に一周してみようということで、出発す

るヤ否や、ちょっと先で「成兄さん、いましたよ．／」と、いう声」急足で行ってみると、もうネッ

トの中にいる。「ど，も私は、ついていないのですわ。」とつぶやくと、B氏は同情してか心良く

あげるといわれる。遠慮をくいただく．初めて手にとるカバマダテの優芙昔。又、30分後同コー

スを歩くが駄目。明日又来ることにして調査うち切る。3人してムシヨモヤバナシ、同好会の話が

ちょっと出てきて、T氏は音同好会に入会さしてくれといわれ、ⅩYZ円を預かる。会員0採集地

での増えたことは、この上ない音こびである。明日の快速船で帰られるとhう。又，又の再会を楽

しみにさようなら。5吼トロ出発点に行き、リュックをとる。貯木場の材木より、多くのヨスジ

トラカミキリを採る．バス5時半ギリギリまで採集を試み、1頚のかくマダラも与えられず、明日

に楽しみを残して宮之浦へ。K先生宅へ到着するヤホットする。1臥帰りを待っていてくださ少、

今夜のため、一日ウナギ取少があったらしい。ウナギノカバヤキにビールの味もいい、ウナギメゾ

もいける。先生達のめいめいの日柄話（ウナギヅリ）をききつかhLくいただく。仁のトランジス

ターでスメイルのhhのは、Ⅹ先生の曹心の半日がかわの1ビキらしい。との雰囲気で疲れもふっ

とんで行くので不恩諷弟等の話．あれほど書がしていなかったのに．メテハモドキの集団発生地

を見つけたそうだ。めいめい20頭前後托典している。新鮮なもの傷あるもの僅々である。クスイ

ロコノマチョ鱒3頭取っている。クテハモドキは高校の近くの湿田が採奥地とhう。イワ〆レノ

ウか、スズメノエンドクか。楽しみはふえる。E先生とK君は明日の促で帰る予定で、小生と華僑

（弟）は、安房のカバマ．ダラの食草その他の調査や、叉、尾之間，揚泊と一周調査する予定も安

房への出発とをる。互に送別会となったのだふ
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7月28日　　柄一時俄雨　宮之浦～安房～粟生

E先生等2人軋今日の快速舟で帰るp我々弟孝信と2人は安野†果如方へ3日間の予定で周

るのだ。こちらが先に出発で、バスを皆見送ってくれる。K先生宅にも、又お世話になるかもと

冗談温少の別れを告げる。「帰りには又必ず寄って下さい。」とうれしい嘗真をいただく。真に

いろいろとお世話になった○安房に潜レ、たのは午前の10吼2時間余例のかくマゲラ調盈営

林署の付近である。初とあって孝信の白の輝きが適う。昨日と同様ツマグロヒョウモン♀に滑ら

かされる。浜砂にはっている小狙スミ1′に産卵に来ている。数朋に近づいても一筆懸命に産卵し

ている姿を見ると、ついみとれてネットを振る気に衣料なれ暑さと豪放の牢めか砂上に、1終

令の死がhがある。絡令にまで来てかわいそうにと思う。そこ上カちょっと離れた食草の問を、

災天下の砂上を小走少にかけている3令さんの姿がおかしい。・・・30分位たったろうか之周

して来たTが「レ、たいた、とれじやつどがをノ勺と云って走ってくる。ネットの中に、はつき少

’見えるかくマダラの洛新鮮だ。ヒクツと山上（木）エ少、舞い下坪　たところを採ったとい

う。これに元気を得て捜す。海岸にてジャンプしての1台を採取する。3頚月の成体を変を姿に．

て採取する。チョウではめったに見られをh hや小生としては今だ経験した記憶のない電線静・

止である。はじめ、枯木の頂上で、トンボの如く止せ少羽ばたいている。それはあたかもヤゴの

クイ上にはい上少、羽化直後の姿を思わせる　姿の中を見瑚：る。ネットを近づけたところ、ゆる

やかに小ヤブを越えて、営林署側に飛んでいった。急いで藻に廻ると姿は見えない。それもその

はず、捜す場所が追う。目前の電級上に止まっているのだ。あたかも電式敷こ産卵するか電線に喰

h入るようをカツコウでタルクル廻っている。トンボ式で撤する。Sだから又軌珍しく息っ

た。時間を気にして荷物と少に行く途中、町中で舞っている♀をとる。酎2合Sa♀早を採絶し

てK先生の奥さん手作少の屈食をとる。12時半の粟生行のパスに乗力込む．採無しをがら歩い

てとも考えたのであるが、もし天候の都合で先、進まれんという最藩の場合を考え・も某生まで
l

直通して、歩きをがらこちらへとよう、と考えたのだ。壊すが咄帝国へ埠づくとあって、窓外の

風景も変ってくる。バナナもめだって増えてくるし、暑さも時間の関係もあるが、ムツトしてく

る。炎天下における屁虫の特にチョウゐ種類の多く見られぬのは寂しいが．ギヨポクに沿ってツ

マペ昌があちこちに見られる。暑過ぎるためれ　力ためしのためか、オエヤン‥守が、車に沿って

小生の顔に接せんばか少に、とぷ姿はおもしろh羽の振動が激しい。ちょっと頚を出そうとし

たら駄目。落悟しておいて行かれる。ガジーマルの木の香板の気板に驚ろ尊をがら革は走る。谷

川の近くにあるとの姿はまさに南国を思わせる。湯治の辺でカバマダラらしい個体を見る。確か

にそうだったろう。帰りに期待をかけつゝ、今はただをがめるにとどめねば仕方をし㌔粟生に近

くにつれて、アゲハに此べてキアゲハの個体が非常に増えてきた。■アゲハの多い所にキアゲハ

少しその道も又・・・。〟（何かで幼き時代読んだ記憶がある。）のチョウ式の通用する一例

であろう。箕色がさらにカツ色に日焼けした様でさすが南国のキ丁かハを思わせる，メテハモド

キ軋この辺で初めて’目撃する。キチョウはあちこちに、モyシPは、あまり見ない。ツマグロ

ヒとかくマダヲの違いは遠くからでも良くわかり出した。ハマゴボウに綻、ハナムクリが少し
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ノ、ナアブ，ハチ頬が群がっている。バスに冊いてモ㌢キアゲハが空渇く上昇しで行く。空の育・

泡の汲晋と気持良い色だ。この辺にくると海の青書が増してきて、むしろ浪いコバルトに近くな

る。その岩に打ちつける白波の返少が、軸，空の青書に此して印象的だ。ウラナミシジミ，アマ

・ミーゥラナキシジ竜がかすかに区別つく間隔の所に見られる。そのうちにある程度の家々の見られ

る一部落に到癒車掌の合図で終点．粟生と知る。根拠地として、特別当てもないので、近くの

発生中学校に相談惟行く。実験周と勤、れた英しい花々に臣ほれた小じんせりとした、美しい学

校である。これが共生中学における私の第1印象私その周りを松林で臨まれ益浜よ少、サザ

波の音が聞えて来る。漣良く、校長先生もおいでで気持良く歓迎して、治めて下さることのこと。

汗ばんだ象手足等を清水で流し、附近を一周する。バス終点を通過して、はずれに賂J、学校

がある。校庭にはナガサキ，タロ．　7ゲへキンキ，アオス少等のアゲハ類が見られる。チヤ

バネセセリ，ヤートシジミは校庭を往来している。バス停留所の所に、校庭から侍数ある飛び方

をする－チョウに目がつく、カバマダテに違いない、急いで近づくが、すでに河の上で誰々と廻

っている。との息　ツマグロヒョウモソとの区別点に普通の状態では、南国的、アワフワしたア

サギマダラ的飛び方をしているとと亀そあまゝ、＜家の屋板を越えて姿を消してしきった。ま

だ見られるだろうと思っていたが残念ながら結局東生ではこれが最後の1虜になってしまった。

共生迄発生しているのかを。近くには、ヤマトγジミ㍉・ウヲナミグジ号，ムラサキ㌢ジミ等が見

られる。チヤバネセセリは多い。東生中学校入口に、簡単を貯木場があり、材木に注意するとラ

スジカミキリが見られる。5，6頚毒管に入れる。松林を飛んでいて、タメキオトサレク不適の

クロメマムシ，ニジゴミムシダマシの先客あカ。校庭にはハンミョウが見られ、校庭を囲む松林

よりアブラゼミ、近くの小木よりニイニイゼミのカスカエビピタ声が．波音に混声（？）してお

もしろい音楽を奏でてそる。宿直室に案内され、校長先生　当直の先生、他2先生といろいろと

絶している中に、「当校の理科研究としてアカウミガメの生態研究中だ」と開いて関心をそそカ、

くわしく開くと理科室に案内される。之0個余の小広ロビンに、産卵後、1之，3日までの毎日

のカメ卵の中味が液づけしてある。完成すると初の発生過程の研究となるとれいろいろと見入

っていると、研究也当者の生徒を呼んで今日の分を、卵別から頓本作り官でを見せていただく。

卵割と同時に汲灰色の甲らしい塾をつけた枯峡と血管に包まれた仔ガメが出てくる。じつにかわ

いい。それを数砂の息をする間なく、ホルマリン・7リレコールの中へ落すから友れ　しかし研究

とhク目的のためには幸運を奴と取るべきであろう。自分も虫を採る時には常にその気拝でいる。

話を開いて知ったのだが、記蝕映画‘‘ェラブの海，・のめのクライマックス，アカガメの卵産シー

プさも　今サザ波の聞えてくるとの学校轟の練でのロケだったのだそうだ。唯、「ヘー」とつぶ

やくばか少。あの映画のシーンが、目前に再現されるようだ。珍らしい見学ができた。当研究の

成功を祈少たい。尚、理科室の片隅にある古箱の中に標本箱33を見つける。生徒の作品とあっ

て、10ぴき位ずつ入ったチョウの療本のみ。さすがは南国に位置するとあってか．リユウキユ

タムラサキ（18）・メスアカムラサキ（古谷4）・ツマべニ・ナガサキアゲハ。キアゲハ（之

・aal♀）キチョウ等が主である。一箱は、10ぴきしか吐入っていないのに、リーウキユウム
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ヲサキ（18．）（フィリピン型），メス7カムラサキ（5需）が含まれるところから．この辺に

は相当に多く見られたことが予想される。これはラベルがなく残念であったが、先隼の好恵で晩

集者を呼んでもらった。話によると、「昨年の夏休み敵前で、学校付近にいたものを手あたりし

だいに取ったもの」という。舐からワ月の10日～20日には間追いなさそうだ。夕飯は、花江

河よカ直通で下男できたという、宮之捕小の先生遠島人との共同炊皐で話がはずむ。近くにテン

トを張っておられるとか‥・。夜は宿直室に抱当の先生と3人宿る。電燈に集る昆虫も普通種

のみである。話はもっぱらとの付近の話のことで、ほとんどが半農半漁の生活者であるとか。再

びカメの話で、菅からこの轟の浜には多くの産卵ガメが上がって多くの卵を残していたが、最近

は卯等の取少過ぎのためか、上がるカメの数も又、卵の数もずつと祝ってきたそうだ。今夜辺出

るんではないですかね。の話に胸がさわぐ。床について、もう一度‘‘ェラブの海・・の再等に楽し

む私である。12時を少し過ぎているもうぼつぼつはh上ってくるのでは・・・なんて夢想にふ

け少ながら、波の音も自然に消えていく‥・。

7月29日　　晴れたり患った少一時俄雨　共生一尾ノ問

6時半いい心地の中に目覚める。鞠轟を散歩するすがすがしさ。・採娘も今日のコースが南国屋久

島でも最南国地帯に当たるコースとあって希望に燃えている。尾之間迄の孫娘予定なの亀　出発

に先出ち、理科室の標本に改めて目を通す。前述の3箱の中の合計頭数がアゲハ（1），キアゲ

ハ（4）であるが、小生の見当からもこの比が粟生附近においては成立つと思う。荷物をどうし

て尾之間へ運ほうか／苦心していると、ちょうど役場の自動輩が、小児アヒワクチン接種のため

当校に来てhるので、校長先生のはからいで、午后4時頃尾之間迄届けてもらうことになる。レ、

ろいると感謝の気持一杯で一路尾之間へ出乳　9時10分前である。さあがんばるぞと元気盲倍

にして校門を出る。昨日のヨスジカミキリの材木に注意しても、．また早いのか何の姿も見え恥

キアゲハの浪い黄カツ色の新鮮な合が早速ネットに入る。あせ少元気がよ過ぎ足ど少軽く，て、テ

ン．ポが早まる。これではいかんと、速度をゆるめて周囲に注恵「共生から500－600172の辺

で路上に再喝してhるクテハモドキ早を撤する。副と傷はついているが．小生としては屋久島

では初記録だ。ハマゴボウには、ハナムダリ，ハナハブの類が遊んでいる。キアゲハが低く、ツ

マベ品が時たま高く見える。キチョウ等に注意して進む中に尾之間との中間辺場泊に到嵐との

付近の花園あるある2，3本ではあるがトウワクが咲いている。カバマダラがか弱い風雅を姿を

みせびらかすように近ずいてくる。ネットに入れて後20－30分ここでがんばる。花園のトウ

ワクを中心に2㌫令2♀辛の記録を得る。1頭は首自軍の花上、ケイトウ上で採る。近くに、ツ

マグロヒョウモソの見られるのはおもしろい。ことにあるガジユマルのすばらしさ。絵ハガキに

見る般間を通過する自動車の絵はこれであろう。気板のおもしろさと共に下を流れる谷川の水の

滑涼盲、それの脇水に吸水に来ているアオスジ，丁ゲバ，クロ十教頭に潤ロて一書わドッカリと

落付ているのはミヤマカラスである。ミヤマのネットイγと同時吼ガジユマル．の木彫にカバマ

ダテ出猟　孝膚追っかける。そうこうしている屯　ちょいちょいあるととながら　後を見ると子．

供連が5，6人ついてきている。ネッiを振る度搾（うまいを、逃がした、へタダナ）にはどう
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も闇る。中に外人の子供2人に飼うく、その内主人らしき米人が来て英語入片言日本語で話かけ

てくる。自己紹介して自分の屋久島につい‘ての恵見なのべている。ここにきて1年たらザの宣教

師という。一見して学生ととったらしく、日本式英語の話合となる。さかんに採ったチョウをど．

うするかと開く。…・fOr S叫と．くわしく説明らしからぬ説明をする。どんな質問が後に

続くかと、心配しながら慎重に…・。しかJL、5，6才であろう金髪の娘の手にクマゼミがは入

っているのを見てホット一息。近くだから自家に遊びに行こうと推める●　予定があるのでとやつ

と断る。一冊の小子をもらい、先を続ける。コースが海岸融で単調過ぎるので、ここから少し一

段高い細道には入る。数秒して5，6，1‡先を汲黄色の大型のシ・ロチョウ、やあ「…・ウスキチョ

ウだ／」という間もなく、かまわず飛んで行く、何故だったか自分をせめるが仕方ない。

余力にもブイウチであった。孝倍は盛んに追いかけているが、駄日々。小さくなるまで見えてい

たが、畑のはるか彼方に消えて行つねあー、．これこそ一瞬のできごとであった。あゝ、Cat一

〇王率hill紙　しばらくは「ポアーン」と．している。過ぎたことには…・で今後に希望をかけ

る。クサギの花にはたいてい必ずといっていいほど、ツマベエがお少、アゲハ，モアキ，クロの

アゲハ類や、ツマグロヒョウモノ，又シオカラトγポ，ウスバキトンボが多い。しばらくはシロ

チョウに臼が光る。しばらく行くと、又海岸滑の大通りに出る。Catop政止liaのことで頭

中1はいでキチョウ，ツマべ昌まで日がくらも。途中の一軒茶屋で適い昼食をとる。間もなく平

内私人家と共に期待のカバマダラことにも見られる。トクワクに止まっている奴、道路上に飛

んで来ている奴、3頭見る。メテハモドキも町中に出ている。その－部落を過少過ぎると、両脇’

の田に、イネの上をゆつくカと飛人′でいるクテハモドキが見られる。5頭書醜　甲虫では勢い良

く飛んでいるアヤムネスジクマ，クロメマムシ，ナミメトマムシのきマムツ類が得られる。アブラ

ヴミを最盛崩に早いツクツクボウシ，遠いニイ＝イゼミの声が同時に開けてたのもしい。町中

（小島）で元気をつけて、尾之間・ヽ　この辺の水田には、シオカラ，オオシオカラ，ショウジヨ

ウトンボ，ウスバキトンボ，尊が多く見られ、又2頭のギンヤンマを採取する。麹にカツ色モヨ

ウの増しているのは気のせいであろうれ　近くの温泉のためか、ハラボソトン甥も見られる。谷

川の木彫把黒い盗　アオハダトンボと見るのが欲で、やはりバグロトンボである。海岸泊にはア

マミタラナミ，ウラナミのシジミが多い。しばらく行くと、切出した材木の典儲iに出くわし、

よく調べてみると、クロメマムシ（4），ヨツスジカミキリ，：7クオビミドリカミキリが多く見

られる。待っていると、．どんどん飛んでくるからおもしろい。伺といってもコツスジがだん然多

い。近くでアヤムネスジクマを取る。尾之間到着は、4時過ぎであった。公民館に宿すつもわた

ったが．役場の人達の親切で、宿直室に泊めてもらうことになる。疲れている体に、お茶だ何だ

と親切が身にしみる。石油コソロで夕食も準偏して下さる。近くの温泉に案内され、疲れを落と

す。イオウ分等が含まれているとかでヌルヌルしていたが、刊まカ温泉での気持はよい。メカリレ

を肩にかけ、幸福感、旅の親切感を楽しみながら、大空の星に在がめ満たるのはよし。しかし不

安は、ラジオから流れくる台風10号の発生、屋久島接近の恐れも？の予告である。宿直室には、

2人の当直の人、近所の1人、我々2人、5人でラジオを囲んでいる。台風来島は例のことらし
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い。舟は少し遮れるだろうとの翫　湯上りの茶に、原喪の弔ザトウを出してもらう。どうぞと

粒められ大片を亨し出される。上等過ぎるのか、甘過ぎるせいカヽ　苦い気がした。不安の中にも、

宿直の人との尾之間付近の話にふける。途中で見私ノくイナツプル園のこと、目前にあるパパイ

ヤ，ノくナナに多くの稲頻があること、製糖工場のこと、又、花江河登山中に、サルやツカを見な

かったかのこと、たいてい花江河付近で見られるのらしい。たれ一回もその機会を碍なかった。

当人は、佐多に、前居たとかで、昆虫に少し興味があるらLh天気さえよけれ吼　明日は同行

されてくれとのことだ。うれしい音素だ。それから、この辺は電波のすとくキャッチし難いとい

うこと。トランジスターラジオの音も惑わし又時々、電球（60W）の光・豆乳球に廿で変わ

る弱毒には潜く。部落単位で発′電しているそうだ。屋久島は水力発電力旺盛で…・なんて考えて

いたが、場所によってこんなに昇るものなのか。風，波音が聞えてくる。ラジオはくり返し、台

風について告げている。心のパットしなり夜だ。

7月30日　　盈少時々俄雨（風）　尾ノ間から安房へ

兼の音に目を覚軒先そう強くはないが付近のバナナの葉らしい。大分．接近してきたかを？

小雨混少の風である。自分もそうすべきと感じたし　役場の人々の推めもあって、今日は採集し

っゝ行きたいながらも、バスとする。最後10分間を利用して、付近の散猟ツ÷ベニがパパイ

ヤの木彫を放って飛んでいる。バナナも自然美あふれんばかわに大きな房をたれ下げている。風

にその房がカスカニ炒れている。役場の人々の親切にお礼して、バスは安辞へ。途中、役場で聞

いた製糖工場敢邑える。昨夜の鳥ザトウここでできたの札　前述の如く、普通のエ少少し苦い感

じがしたが、床は本場でいいのだと役場の人は云っていた。純神の味なのだろうかb苫己憶新しい

バナナ，単冠，小笠原‥・・が車窓を流れてhく。はげしい雨となり、外の景色も雨粒と化し　か

すんでいる。泡には早い台風の予波（？）i白波が立っている。1時間位して、つり橋の安房。

ホヅと一息して安息地を求める。今夜は一せず、安宿へコログ込むことにする。一宿150円也

の看板に引かれる。ほんの目前が安房港でをがめはよい。一番海辺の宜で、防沈鐘に波がクち上

せている。小雨降る中を、カバマダラめざして2時間がんばる。営林署の入口で18を取る。も

うツマグロとの区別はよくわかる。とび方はやや弱い。、もちろん例外はある。雨の合間を利用し

て付近の散歩を2，3回繰返すも　こういう時刻には、ほとんどクサギの花にチョウは央中する。

ミヤマカラスの新鮮な翁を尊信がネットに入れ笑顔私ツマぺこも完全体は少い。．ほ≒んどカバ

マダラに全力集中して、3谷♀を得る。もしもの宅とを思い、接写リアクを持って出たものの、

弟のポケットからいつの問にか飛び出している。時間をかけて捜すも無駄接写リンクのほとんど

役に立つことなしに消えたことを惜しく思う。風ははげしくを少、目前に塩風が鼎をつく。ラジ

オによると、屋久島を少しそれ、大隅半島へ…・と云っている。今庇は帰省地へ向うらしい。

我が家の心配してhるであろうことを思い一電報を打つ、「ダイダンキブン．シソサレクツ。」、

珠入口の燈に、白波のはね返す姿が堆々として美しい。だが、不安の一夜である。予定は今日婦

廃する日なのに．この分だと2，3．日は帰れないようだ。田中先輩はじめ友人に一重する。
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7月31日　　俄雨（台風）安屏　　　　　　　　　　　　　　　一

戸をたたく風に日を覚ますふ　外は少しは納まっているが、雨樋カの弱い風がかている。どう

．も今日は一日宿とも少らしい。午前中は一歩も出られなく、室内で品物の盤理に時間を費すi旅

’館の女主人が、小生の学部に開しなもってカヽ　2時間余息子の宿題を手伝って．くれとのこと。明

日は出校日と開いてなるほどと苦笑いする。その後の茶英子や、サービスの増えたことには、お

かしぐなった。その後の、ていねい盲には、わざとらしく、返って気拝が悪かった。午后は少し

風も弱まって魯たので、風雨の帝い中を利用してカバマダヲの調査。あれほど何回も歩き廻って

いた儲林署官舎の一花園軋　あるある食草トウワタがいっぱいある。拳倍の発見だ。幼由まで2

頭手にしている。昨日の接写リングの件で沈んでいた小生、元気づいて、早速そこの鯛凪すわ

り込むと同時に．成虫カバマダラも飛んできて花上に静止。尊信は痛へカメラ取りに走る。′ト生

とせっている成虫に注意しながらも、且はトウワク全体に走る。スミズミに注意するに、幼虫も

大小いろいろ。すばらしい、アサギマダラをどこか思わ．九下の方には、蝿も下っている。晃赤

銅色をした羽化直前のものであろう、1個に目がつく。半ば透明で超のカバ色がクツキり浮び上

って見えている。アクアウ云う拳借上カカメラを取カ、政蜜中の成虫の♀8　幼虫の2合と終軋

「接写リングが欲Lhを。」挙倍の頭が一瞬下がる。向こうの塙か功化した。10分後のこと

だ。・あわててバチリ。あっという間に、削日ができ、胴体が出てきて羽が伸び切ってしまった。

成虫も2頭とんできてネットに入れる。長さ5，6Ⅲに渡って植えであるトウワクの花に集って

いるのだ，葉轟に1コ，2コ，3コの刺合で卵をもっている。あちこち甚見られる。中には総ま

って産み？け与れたガの卵らしいのもある。一番鴫の蛎を枝ゴトも酌取ろうとした時、奇妙を姿

が日には入ったJ7シナガパテである。3令であろうか、幼虫に喰つついて針を刺した後であろ

うか、亨かんにロでくわ込んでいる。目前で盛んに喰いつぶし、しなびて体液をたらして、実に

みじめな光景である。1枚撮っておく。1時間半の調査で、他に2件の同じようを光景に出会っ

た。1つはえ軋　もうユつはやはり3令位であったろう。ほとんどしなびて姿を失い、消えてい

く有様だ。カバマダタの天敵らしい。あちこちの地上3Dc部位の所に．白半透明のぬけがらがあ

るのに気づく。幼虫はあちこちに見られる。主人にお願いして、貸株分けてもらう。成虫はさら

に2頭やってきて、産卵を試みるのもいる。結局．卵より幼虫（1令～終令）、塙、成虫と採典

出来たのだ。台風のため帰れずしてかえって得る所があって良かった。之人兢足して宿、。5角

紙を盤埋していると、メス7カムラサキ♀も含まれていた。トウワタの所であろう。間もなく、

風雨が又やってくる。外では波の息　風雨の音が勘えをh。包内では、盛んに夕食をとっている

人間2人と若干のカバマダヲ幼虫か．満足げに「対座している。テーブルの下に大事に置いて、

音こげの中に消燈，

8月1日　　俄雨　安房～官之浦＼

まだ風が続いている。台風10号はどうにか被客を残きず去ってくれたものの、ラジオによると、

今の風は台風12号の影響という。連続台風となるらしい。因ったことだ。今も、明日には、舟

も出そタでをいとのこと亀昨夜夜中に酒酔いのちょっとした事件があったし　ことを出て、又
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宵之揃の先生宅にお世話になることにする。カバマダヲも最後の日とあって、早軌散歩を兼ね1

て調査する。当地は轟林のため、潮風の直接の風はうけないし、日原もなかなかいい所である。

昨日のトウウメが元気がないので改めて一株いただく。バス停留所へ行ってから草陰は、出発前

の15分間を利用して、．ツマグロヒョウモγ，ツマぺニan且カバヤダラ23を取って来る。安

房を9時のバAで宮之浦へ。いつもは見える種子島も白波の中に消えている卦ま、途中のバスの

中が寂しかった。・先生亀　2回員でどうも恐縮に思叶発がらも・・‥気持良く迎えて下さって感謝

している。何だか我が家に帰少つり・た気持である。午后は風吹く雨の止んだ間を利用して、近所

の散狼，ミナミヤソマヤオニヤンマが．酔ったようにせって行く。すべてあっという間に去って

行く。夜は台風の一夜を大きい家である先生宅で、安心した気拝で、床について雑談にふける？

のん気を台風一夜である。外はビュービュー、木々の小枝の種々雑多の音がしている。．すべての

窓戸にも、ささえがしてあるから、大丈夫と安心できる。12時乳近所をかけている消防自動ご

埴らしい中から、海岸の人々へ高潮電報の声が聞える。大分台風は近づいてくる。この大きを家

ではあるがミシリミシリ音がする。電燈は消えている。時々、大．きく強く吹く、ビヤリとするこ

・とも2，3あやつの間にか寝少に入っていた0

8月2日　　俄雨一時笛雨　　宮之浦

風は大分吹きまくったよう牢ったが、たいした故事もなく去っていつも　しかし、又もや、．

13号の発生という。明日もどうも舟の望みはない。台風の後の静けさの中をネットを振る。迷

チョウ苧んはかとして帥かなd高校の近く迄行った少来たりで・ナガサキ，モyキ・アオスジ，

ミヤマカタス，アゲハやモyyP，スジグロシロ・キチョウ，ヅてベ昌，ツマグロヒョウモア等

シジミではヤマト，ムテサキシ，ム芦サキツバメ，ウヲギソ，タラナ貴，アマミウヲナミ，又、

クロセセリ，チヤバネセセリ等が見られた。そこで、尊信の採集したという、クテハモドキの経

典地へ。荒水田を中心とした雑革中を飛び廻カ、水田のイネの中を舞っているもの、槻してい

るものとあちこちに見られる。先日は、まだ多かったという。大へんを発生である。付近や、叉

陶草に注意するがイワダレノウは且つ．からをい。荒水田に、‘スズメノトウガラシはある。帰途

ミルソヤyマ，マユタテアカネ，オニヤン寸を得る。又、雨がひどくな少、ついには、宵さんま

で加っての、にぎやか盲である。しかし、夕立になり、天気も隠やかになってきて、察行も良く

くを少、今にも帰れそうである。

8月3日　　盈カのち晴一時俄雨　官之浦

久しぷ少に気持良い朝である。うす農の天気である。風は少しある。これで舟が出ない、とい

うから寂しい。鹿児島に停舶してhて　波の止みしだへ本島を出て、翌日・こちらを立つのであ

しる。9時半ゝ　2人で高校の産山に登る。マユタテアカネ，ハグロ，シオカラ，すオシオカラ，オ

ニヤアマの今までの種と、ヤプから林間と、暗闇をさまようカトワヤンマを得る。又、同様を所

亀クロコノマカモ飛び出す。クテハモドキ，ウスイロコノア，ツマペニ、，スジグロケロ，キチ冒

ウ，ツマグロキチョウ，ミヤマカラス，モソキアグヘ　それにムラサキシジ卓，ムヲサキツバメ，

アマミタラナミ，クロセセリ叫見られた。ギコポクの小牧に静止しているキポシカミキリをとる。
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近くを急行ナるのはクロセセリである。クテハをドキ校との通り、宮之浦には多発生している

のに、安房で一所も見られなかったのは不思議である。又、逆に、宮之油小学校付近のあちこ

ちにトクワクは見られるのであったが、カバマダヲの成虫はもちろん、幼虫、卵の1＝すら見

っけることはできをかつもー過少の採桑を終えて、高校の過勤場も　け．ミヤアマに熱中し

ていると、見たことのある男2人、まざれもない肥後・橋元の両君だ。ことにいるとは予愚も

していなかった。どうにか体だけは無事だ。．当校の寮にお世話になっていたの馬　台風で、結・

’局宮之滑と安房とに限定されたそうだ。心配していただけに安心さと喜こびとで、話が続く。

ヤクシマミドリ・はお互に駄目だった。肥後君の摂供してくれた中にチビサナよがは入っている．

音こんで陶く軋予想過少（前記録を開いたことがある。）小杉谷の太虚岳分校の所であった。

卦礼にカバマ〆ラをやる。橋元君の中には、ミルγ，コアキビメイト，カ．トリヤンマがいる。

彼等も台風のために、大へん弱っていて、早く帰りたいと、とはしていた．しかし、風がなん

だ、雨がなんだ、真夏の暑さがなんだ…・と、雨とも汗とも涙とも分かうぬ土まみれの姿で、

歩き始っている男達の美しき光景は、紐験者でないと酷えないものであろう。夕方よ少、陸上

平常の天候となり、先生の誘いで、夜　宮之梯川の干潮時を利用して、珍らしい夜エビトリで

ある。嘩中電燈の明かりで、水面を照らし．エビの背後にアミを軌へて、険々にかぶせるので．

ある。それ以前軋　自ら後へはねて、は入ってくれるからかもしろい。時間の甘Inlng　が

少し遠くて、繍勿は多くはをかったが．楽しい夜の一時であった．水面を接燈をともして、ス

べツて行く酒宴しつゝの夕涼み一行は、いかにものんび少しね平和そのまゝの姿亡あつね

明日、快速船鹿児島’発の知らせを受ける。

8月4日　　高桑少のち再録少　　　宮之浦

早朝、明朝相異なぐ快速船が出る知らせを受ける。盈帰カのため、先生夫妻も鹿児島行て

一同行となるのだ。最後の自由のきく日をと、午前中一通り’廻る。種類は率いして変少ないが、

カトリヤyマ，バグロトンボ，オニヤンマ！バナミヤン可．シオカラ，オオシオカヲ，ショウ

ジヨウ，ウスバキ，ギγヤ㌢マ，コアキヒメイトトンボ，マユタテアカネのトンボ類，ゴマダ

テカミキリ，ビロウドカミキリ，ハナムクリ，シ・ロテンハナムダリ，ヒメ訂ガネ，ドゥガネブ

イブイ，マメロガネ，カナブン，クロメトマムシの甲虫類，ヤマトシジミ，ウラナミックミ，ア
ーl

マミウラナミツジミ，ウラギソシジ寺，ヤグシ‥マルりシジミ，クロセセリ，チヤバネセセリ，

イチモアジセセリ　アオイセセリ　モアシロ　スジグロシロ，キチョウ，ツマペニ，㌢マグロ

ヒヨ卓モγ，アカタテハ，スミナガシ，クテハモドキ，ヒメジヤノメ，クロコノマ，クスイロ

コノマ，ミヤマカラス，ナガサキ，クロ，7オスジ，キ丁ゲ人，アゲハ等のチョウ類等が見ら

れた。この中、ウスイロコノマが、クロコノマより多く普通に見られたのも卦もしろい。昨日、

案内した♂テハモドキの所には、2人の姿も見られる。共に付近の散歩．トウワクに杖再度注

意するが駄目。ギヨポクにツマベこの終令幼虫が見られる。大男の細い木に登ってちょこちょ

こしている姿は、余少よくない。2人はギヨポクに一生県命だ。午後は、先生達や尊信はウナ

ギ取りである。汗ばんだ体を、冷たい宮之浦川に－泳ぎして流す。余少長くは続かない。シピ
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レてくる。夜は舟後の夜を、ウナギでおいしくいただく。本当にいよいよ愈后の夜亀何と明日

とそ明日と何回もくわ返した粒後の夜であったろう。もう、荷の準伸もできている。三角折が．‘

カγで3箱つせっている。ナフタリンの立か少な過ぎたか．初期の奴は番兵をかなでている。整

理している1枚1枚の3角紙に想い出がある。

8月5日　　晴れ一喝細り　　宮之浦～－湊

のびのびになってhた舟も、いよいよ今日出るのだ。午前引畔猟　官之浦発の満員バスで一湊へっ

4日間も舟が出なかったとあって、島にとり残まれた人、ヌ．本島へ行く人と、客は多いの亀

ゆられゆられて一湊へ、途中、もうあきてはいるが、海辺を粒々としているツ†ぺ昌の姿はやは

少いい。ミヤヤカラスが大きな超を谷川にきつしている。－湊での1時吼　最後のネットを振る。

もっぱら、．心はカバマダ芦である。校庭にトウウメが2，3株あるが、何らそれらしい食痕すら

見つからない。轟赤をプツソタグの花が日にさえて美しい。ツマペ昌の姿を時々見かける。又

台風にそなえてであるう、家というたいてhの家の塵取に．多くの大きな石がのつけてある。台

風の強さを物語っている。尾之間辺の南国地帯でもよく見られた光景だ。モノyP，キチョウ，

ヅマペ占，クPアゲハ，キアゲハ，アゲ′、等が見られたに過ぎない。トンボは、シオカラとウス

バキのみ。一周して港に行くと、20011～使先に、すでに舟は到脅しているふ例のはしけでもっ

て、屋久島の陸を離れる。別確創脅しむ人達が岩ずたいに並び手をふっている。はしけのテープ

はちと興ざめる。行きも帰少も見送力人のない我々である。が、多くの見送り人々の姦山脇で、

我乍にはヅマベエが超を振っている。命びろhして、ホットしての見送カか私何日もとり残さ

れ早く帰りたいという気もないではなかったが、とケして陸を放れると、まだいたい気がつの

る。階段を登って行くと、甲板まで－ばhの客である。行きも多かったが、段がちがう。どうに

か座る場所をみつける。間もなく、ポオーッと汽笛をならす。白波を尾に引いて舟は動き出す。

屋久島エサラバ、再会を約束して・‥・‥。　舟上では、3人とも、ひざの上に小緒をかかえで

あたかも宝箱とも思われる。云わずとしれた。カバマダラの幼血　癖等を中心としたコワレモノ

の品々である。舟中では、すでに想い出とを少かける話々が続く。すでに屋久島励、さい。‥て・

10日間の予定も名物の台風まで連続して来島し、15日間となり、昆虫搬のみなら・九南国

の生物、又社会見学の出来たことは、この上ないいい夏休みを過せたことと満足してhる。

壊しの桜島の見えたのは5時少し前であった。

伺、同行の老海原先生、当地においていろいろと卦世話になった欧掛先生夫妻はじめ、土地の皆

様に誌上をもって改めて沐謝します。　（1961　盛　夏）　　　K．Ⅳ

【採集吉己銀】

本文のまとめのために、採集記録を記す。

記録膚序は、種名，採典（自邸）日，採衆場所，cOll．PoeB（特に記さめ限カ．K調，

nN　とする）地名略号として（A）安房－4、杉谷～トロ終点一花江河，宮之滑（M）とする。
（B）（C）・（D）・
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∠ゝ　臣1手中ユタふテサキ

担g・3　かぐマダヲ幼虫の食疲
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PAP工もエロ甘工uA鷲

0野a8alalclnon8KhUq1836（ジヤコウアゲハ）

Ⅶ．25（⊃），Ⅶ，25，之6（E）　．

O q・叫um．Bar画nn五IpOⅢ皿FRU’HSTORFER（アオスジアゲハ）

Ⅶ。23，W。之・3・＆，（M），Ⅶ．カム（A），Ⅶ．2塵・詔ツ（B），Ⅶ．28

（粟生），Ⅶ。29（湯治）　∫・

〇三apiコユ0刃ユthn8エJ日限NE（7グノ、）

Ⅶ．23，Ⅶ．2・4，（M），Ⅶ．24・28，（A），Ⅶ。28，（粟生），Ⅶ．29

（湯治，平内，尾之間），Ⅷ．5（一湊）

O Pa醇lio皿・Chaon h物OCrate8：FE工一DEReも1円臥LDER（キ7ゲ′、）

Ⅶ．24，（A，B），Ⅶ．28，（果生），Ⅶ．之9（粟生，平内，湯泊，尾之間），

Ⅶ．4，（M），Ⅶ．5，（一湊）

O Papillo proもenor aeme七rlu∋CRARER（クロアゲハ）

Ⅶ．25，Ⅶ．＆，（M），Ⅶ．2皇・28，（A），Ⅶ．24・2γ，（B，C），Ⅶ．

28（バス中よ少目撃），（安生，尾之間），Ⅶ．28，（尾之聞），Ⅶ．29，（場泊，

尾之間），Ⅶ．5，（一湊，目撃）

O Paplユ10m和nOnも1Mnもergll S工EBn工」D（ナガサキアゲハ）

Ⅶ．23，Ⅷ．2・4，（M），叩．24，くA，B），Ⅶ．之8，（粟生），Ⅶ．28，

（湯治）

0　臨pilio helernS nicconicolenB BUTL耳R（モソキアゲバ）

Ⅶ．23，Ⅶ、之・3，（M），Ⅶ．之亀，（A，B），Ⅶ．28′（共生），Ⅶ．29，

（尾之間）

0Papiユ10maaCkil Saねkel MATSUMU．RA（ミヤマカラス）

Ⅶ・24・之？，（A，B）㍉用．25・2γ，（C），Ⅶ．29，く場泡），Ⅶ．30，

（A），Ⅷ．2・3・4，（M），Ⅶ．5，（M一一湊，バス中上少目撃），

PエER工Ⅳ工DAE

o　丑lremalaeta随the8baJANSON（ツマグロキチョウ）

Ⅶ．23，Ⅶ．3・4，（M），Ⅶ．2奥，（A），

o EnremahSc瓦beman且arlnaDEかRZA（キチヲウ）

Ⅶ・23，Ⅶ．2・5・4，（M），Ⅶ．之＆，仏），Ⅶ．28，（共生），Ⅶ．カ9，

（粟生，洛泊，尾之問），Ⅶ．5，（一湊）

0PieTiB rapae crnClvora：BO工S工）UAも（モアシPチョウ）

Ⅶ．23，Ⅶ∴2・色，（M），Ⅶ．28，（発生），Ⅶ．29，（尾之間），Ⅶ．5，

（一湊）

0　王）ieViS meleto MEyETR工ES（スジグPS′Pチョウ）
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Ⅶ．24，（B），Ⅶ．2・3u4，（M）

O Ca・tOpSlユia sp・（ギγモソウスキチョウ♀らしい）

Ⅶ．29，（場泊，目撃）

O Hebomola glaはCippe Bhlmnl KUROSAWA et OMOつ：0（ツマベエ

チョウ）

Ⅶ．23，Ⅶ．之・51・4，（M，終令幼虫S），Ⅶ．2塵・2ワ．28，（A），Ⅶ。之▲

（B），Ⅶ。㌶8，（A・－尾之間バス中より目撃），Ⅶ。28，粟生，Ⅶ。之9・39，

（虜泊，尾之間），Ⅷ．5，（M・一一・湊バス，目），（一湊）
I

DANAエDAE

O Danal通C虹耶和卿適工Jm柑（カバマダヲ）

Ⅶ▲宕8，30，Ⅶ．1．（A，卵一幼虫（1合一終令）一輪～成虫），Ⅶ．28，（場泊，

平内，バス中上少目撃）（築生，目撃），Ⅶ．之9，（中間，湯泊，平内）

SATYR工DAE

o恥th土ma鋤瑠拡8玉田虻工屈R（ヒメタヲナミジヤノメ）

Ⅶ．24・2ワ，（A，B）

0秒careSユ8gOtama餌ユginia yRロgSTORPER（ヒメノヤノメ）

Ⅶ．急＆，（A），Ⅶ．塵，（M）

o Neqpe goSc地evltSChli MENETRエES（キーダラビカグ）

Ⅶ．25・2？，（B～C），Ⅶ．36，（E　花江河）

0　旭1anltiBledaも工NHE（ウスイロコノマ）

Ⅶ、24，（A，B），Ⅶ．26，（B～c），Ⅶ．27（T・u），Ⅶ・3・＆，（M）

o Meユaniti自画dima01もen虹BMATSUMURA（クロコノマ）

Ⅶ．之4，くB，B～C），Ⅶ．5・塵，（M）

o mchor罰唱ia neB加ChnB n台BloteB甘RUHSTOR甘丑R、（スミナガン）

Ⅶ．之3．Ⅶ．4，（M），Ⅶ．2塵，（A，B）

o qrre或i白七蜘aa一皿Bl癒beユ1乱すRUHSTORFER（イシガケチョウ）

Ⅶ．24．27，（B），Ⅶ．宕5・2ワ，（C）

0　Ⅵ虻田白日乱i血ica HERBSで（7カメチハ）

Ⅶ．23，Ⅶ．＆，（M），Ⅶ。24，（A，B）

o Kanlすka・eana．CO n0－3apanicun S工EBnhD（ルリクテハ）

Ⅶ．27，31，（A，目撃）

o prec180rlt帥1工NNE（クテノ・モドキ）

Ⅶ．27（で・Ⅳ），Ⅶ∴之・3・生，（M），Ⅶ・28，（中臥共生，′くス中上少目撃）

Ⅶ．29，（粟生，中間，湯泊，平内，尾之間）

0王子mmimSboユina p止Ⅱppen81B・BUllL臥R（リユウキユタムヲサキ）

一生ツー



Ⅶ．10～20（1961），果無，Caユユ　同校生物部員　フィリピン現1台）

0王政poll肛離日血叫卿皿tJm柑（メス7カムヲサキ）

Ⅶ．30，（A，1♀），Ⅶ。ユ0－20（1961），（頻生，c瑚ユ同校生物部員，奥

左右）

O ArgyreuS如efbhl白もエN封E（ツマクロヒ富ウをy）

Ⅶ．23，Ⅶ．よ（M），Ⅶ。之も・之ワ・之8，Ⅶ．1，（A．5令，終令幼虫含む），

Ⅵl・24・之？，（B・C），Ⅶ・26，（花江河，絶命幼虫含む），甲－29■く湯泊，

尾之聞）

もYCAEN工DAE

o Arhopala ja王pnlcaMURRAY（ムヲサキシ1タミ）

Ⅶ．之＆，くA，B），Ⅶ．28，（粟生），Ⅶ．2、・A，（M）

O Ar加paユa ba広au18乱打もata BUTER（ムラサキヅ′リ）

Ⅶ．之4・zT，（A，B），Ⅶ．2．3，（M）

o Zizeerla．u軸a arg］血∴旺臥NETR工ES（ヤマトツタ舎）

Ⅶ．宕3，Ⅶ．3，（M），Ⅶ．急も・27，（A），Ⅶ．28，（A～属之間．バス中よ

り冨撃），Ⅶ．之8・29，（来生）

o celaStrina ar組0ユuBコ風dOnl且糾∋d月　エOR2；A（ル4日㌢ジヾ）

Ⅶ．之も，（B），Ⅶ．2，（M）

o Cela8℃rina］匹拉p孔unOnOni8MATSUMURA（ヤクyマルyシジり

Ⅶ．24・2？，（B），Ⅶ．25，（C），Ⅶ．27，（B～C），Ⅶ．4．（M）

o Cela白trlna a工boeaen札ea．MOORE（サツマックヾ）

Ⅶ．2島・27，（B）

0工叫i由白地eticⅦ∋も工NⅣE（ウヲナミグジミ）

Ⅶ．2＆，（A），Ⅶ．28，（A～粟生．ノく月中より目撃），Ⅶ．28．（粟生），Ⅶ．

色，（M）

0旭．ca且1加齢raVaβeptentrionalis SH工ROzロ（7セミウラナミシジミ）

Ⅶ．24，（A），Ⅶ．24。27，（B），Ⅶ．28，（A～寮生，′くス中よ少目撃）．

Ⅶ．喝（粟生一局之間），Ⅶ．2・A，（M）

CURETエコAE

o Cureti8aCu旭para・Cu尤a de N工cEV工もhE（ウヲギソシジ号）

Ⅶ．24，（B），Ⅶ．之・塵，（M）

HESPER工エDAE

o Choas寧日もen aminli japoI止ca MU’RRY　く7オバセセリ）

Ⅶ．£＆－2γ，（A，B），Ⅶ．25，（C）㍉叩．岳，（M）

O Peユq）i且aS maもhlaS dberも加i EVANS（チヤバネセセリ）

一冬8－



W。24．2ワ，（嵐。璃），W。宕8，（安生）．W。宕・塵，（M），

0　触anam㊤lttata BR五：MER et q・RET（イチモンクセセリ）

Ⅶ．色，（M，目撃）

J NOもOcmtaCurVl血8ChFEhDERet貯ElDER（クロセセリ）

Ⅶ．急A，（A），Ⅶ・宕・血，（M）

Coleoptera

A．イトトアポ科

O Agri．oncne血8・f耶止na扱・merくコアキヒメイトトンボ）

Ⅶ・亭1，（K・馳8hlmo七〇），Ⅶ．4，（M）

B．ヤマイトトンボ科

0王辻止pla0188te8．aCuユeata凪8（トゲオイトトンボ）

Ⅶ．24・37，（B，C，産卵状態観察），Ⅶ．25・之6，（C・刀．花江河）

C．カタトンボ科

O Calpteェy・artrata Se勾唱（バグロトンボ）

Ⅶ．之9，（平原．小島），Ⅶ．3・＆，（M）

D．オニヤyY糾

O CblorgO噛118・uru皿en8CO8taユis As叙止na（～ナミヤプー）

Ⅶ．23，Ⅶ．1・3・塵，（址）

o AnotO昏lBter・810も〇五且i Selコ唱（オニヤンh－）

Ⅶ．之島・之ワ．（A・B），Ⅶ．之6，（C・D）．Ⅶ．29，（AL尾之周．パス中

エカ目撃），Ⅶ．1・2・3・血，（M）

E．ヤγマ科

0　卸lac取lt王凪・japOI止Ca飴rtmf（カトリヤアマ）

Ⅶ．1，（K．Ha融通皿OtO），Ⅶ．5・4．（M）

O nanaeSch迫・miユnel SeコJ咽　（ミルソヤソマ）

Ⅶ．24，（B，B～C），Ⅶ．之6・2？，くC・D），Ⅷ．2．（M）

。血鑑・由rthe蹄ユ加数mer（抑ヤyマ）
Ⅶ．29，（平内．小島），Ⅶ．3・塵，（M）

甘．トアポ科

0加ntaコ．aノflaveBCen白Farl）TicluB　（ウスバキトンポ）

Ⅶ．23㍉Ⅶ．2・4，（M），Ⅶ．之4，（A），Ⅶ．29，（小島ト尾之周）．1看．

5，（一湊）

0　むOC01heu止8・Servllla・DmTy（ショウクコウけが）
－49－



Ⅶ。29，（小島），W。4，（M）

0　0rth8七mm・SaⅡna Dnはy（ノ、ラボソトソポ）

Ⅶ。29タ（湯泊～平内，尾之間）

0　0rthOtm・8ユblstrynm8peCloSu皿1舐ner（シオカラトンボ）

Ⅶ．之3，Ⅶ。3．＆，（M），Ⅶ。葛生，（A），Ⅶ．カ8，（尾之間），Ⅶ。29，

（湯泊，小島，尾之間），Ⅶ．5，（叫湊）

0　0rthetrum・trlan砂皿am Sely白　くオオツオカタトンボ）

Ⅶ．23，Ⅶ．3・4，（M），Ⅶ。24，（A），Ⅶ．之A e宕ワ，（B），Ⅶ．2p．♪

（小島）

0蜘七m・eT一〇℃icllmemticum∈始取白　くマユタテ丁カネ）

Ⅶ．24，（A），Ⅶ。之・3。A，（M〉

（教育学部2年）

編　　集　　後　　記

臭に逝くな少せしたが、とこにも通日引訂N4号をお贈少致しますi会計その他、串抜上のため

返れたことをお詫びします。

内容は当地の南国的土地柄を出し過ぎた知己があって、遠く離島中心の儀典号となったようです。

特定内容、特定会員に片よってしまいましたが、次号は会員諸氏の全員一報を期待したいところ

です。

総会の時にも話が出せしたが、それぞれの学部の都合で会軸玩とまり軋案外で竜ていをいよ

うですが、会の統一のためにも、来学年はひとつ、何か共同的研究を年間目標として、各グルー

プ1つずつでも試みたらどんなものでしよう。

発展のため、次号は是非とも全員の玉欄を希望します。

（　3・50　　K・N　）

ー5　0－



hEBEN　　　第　4・号

鹿児島大学生物研究会会誌

発行日：　ユ962年3月30日

絹張者：　成　見　和　総

校　正；　成見都路・田中牽・田中洋

印　刷：　放電島竜山下町98明るい忽社

電話（カーッ385

戊児島市鴨池町疏児島大学繍学郎内


	LBELN-1962-04・表紙
	目次
	P-1　喜界島８月の蝶類（1961年）
	P-14　沖縄での一ヶ月
	P-19　屋久島の蝶類採集記
	P-24　屋久島採集紀行（1961年）
	P-50　編集後記

